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漢
点
字
の
散
歩
（
二
十
六
）

岡
田

健
嗣

漢
点
字
紹
介
（
九
）

４
．
漢
点
字
の
ご
紹
介

⑥

第
二
基
本
文
字

第
二
基
本
文
字
は
、
二
マ
ス
で
表
さ
れ
る
漢
点
字
で
す
。
第

一
基
本
文
字
（
一
マ
ス
漢
点
字
）
と
共
に
、
主
に
偏
・
冠
・
繞

を
表
し
ま
す
。

第
二
基
本
文
字
は
、
一
マ
ス
目
に
「

」
が
置
か
れ
て
、
二

マ
ス
目
に
「

、

、

」
の
符
号
の
何
れ
か
が
置
か
れ
ま

す
。
部
首
と
な
っ
て
複
合
文
字
を
形
成
す
る
際
は
、
一
マ
ス
目

の
符
号
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
近
似
文
字
は
、
二
マ
ス
目
に
「

、

、

」
の
何
れ
か
の
符
号
が
置
か
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
近
似
文
字
を
、
基
本
文
字
に
続
け
て
、
そ
の
都
度

ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）

愛

ア
イ

い
つ
く
し
む

め
で
る

心
が
後
ろ
に
引
か
れ
て
、
足
が
前
へ
進
ま
な
い
様
子
を
表
す

文
字
で
す
。
子
ど
も
・
家
族
・
異
性
へ
の
愛
、
郷
土
愛
、
人
類

愛
、
愛
国
心
な
ど
と
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

人
（
愛
人
）

恋

（
恋
愛
）

（
２
）

光

コ
ウ

ひ
か
り

ひ
か
る

明
る
く
照
ら
す
火
を
見
守
っ
て
い
る
人
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
魔
の
住
む
夜
の
闇
か
ら
人
を
護
る
火
は
、
神
聖
な
も
の
で

し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
日
光
）

（
月
光
）

（
３
）

文

ブ
ン

モ
ン

ふ
み

美
し
い
綾
模
様
を
表
す
文
字
で
す
。
「
ブ
ン
」
と
読
ん
で
文

章
を
、
「
モ
ン
」
と
読
ん
で
文
字
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
文
意
）

（
文
言
）

＊

「

愛
、

光
、

文
」
の
漢
点
字
符
号
の
一

マ
ス
目
「

」
は
、
「

学
」
の
冠
と
同
様
に
、
ウ
冠
や
ワ
冠

と
異
な
る
冠
、
な
べ
ぶ
た
や
ツ
ワ
冠
・
ノ
ツ
ワ
冠
な
ど
を
表
し

－ １ －



ま
す
。

例
：

京

享

毎

栄

（
４
）

君

ク
ン

き
み

祭
祀
を
司
る
族
長
を
表
す
文
字
で
す
。
音
読
の
「
ク
ン
」
も

訓
読
の
「
き
み
」
も
、
国
を
統
治
す
る
人
を
表
し
ま
す
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

群

郡

熟
語
：

（
君
子
）

（
大
君
）

（
５
）

川

セ
ン

か
わ

三
本
の
縦
線
で
表
さ
れ
る
文
字
で
、
三
本
の
大
き
な
水
の
流

れ
を
象
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
流
れ
は
水
で
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

順

馴

熟
語
：

（
河
川
）

山

（
山
川
草

木
）（

６
）

州

シ
ュ
ウ

す

し
ま

川
の
近
似
文
字
で
す
。
川
の
文
字
の
三
本
の
縦
線
の
右
側
に

そ
れ
ぞ
れ
点
を
加
え
た
形
で
、
川
の
中
に
で
き
た
小
さ
な
島
を

表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

洲

酬

熟
語
：

（
九
州
）

（
中
州
）

（
７
）

工

コ
ウ

ク

た
く
み

建
築
や
細
工
に
用
い
る
工
具
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
ま
た
祭

祀
に
用
い
ら
れ
る
具
と
し
て
、
左
の
文
字
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

江

紅

功

巧

熟
語
：

（
工
事
）

（
大
工
）

（
８
）

陸

リ
ク

お
か

海
か
ら
見
て
一
段
高
い
と
こ
ろ
、
陸
地
を
意
味
す
る
文
字
で

す
。
海
に
対
し
て
陸
地
は
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
お
か
」
と
訓
読
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

さ
れ
ま
す
。
「

都
」
は
お
お
ざ
と
と
し
て
、
こ
の
「

陸
」
は
こ
ざ
と
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

例
：

院

阿

限

階

熟
語
：

（
大
陸
）

（
上
陸
）

（
９
）

色

シ
ョ
ク

シ
キ

い
ろ

い
ろ
ど
り
を
意
味
す
る
文
字
で
す
。
も
の
の
い
ろ
ば
か
り
で

な
く
、
顔
色
、
容
色
、
血
色
と
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

－ ２ －



は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

彩
（
色
彩
）

（
金
色
）

＊

漢
点
字
で
は
「

色
」
の
一
マ
ス
目
の
符
号
「

」

を
前
置
す
る
こ
と
で
、
「

赤
、

黒
、

黄
、

青
、

緑
、

紫
」
の
６
つ
の
色
を
表
し
ま
す
。

（

）

冬

ト
ウ

ふ
ゆ

10
季
節
の
冬
を
表
す
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

表
さ
れ
ま
す
。
多
く
は
「

」
の
形
で
夂
（
ふ
ゆ
が
し
ら
）

を
、
「

」
の
形
で
夊
（
す
い
に
ょ
う
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

終

各

条

復

熟
語
：

（
冬
眠
）

玄

（
玄
冬
）

（

）

久

キ
ュ
ウ

ク

ひ
さ
し
い

11
冬
の
近
似
文
字
で
す
。
夂
（
ふ
ゆ
が
し
ら
）
に
形
が
似
て
い

ま
す
が
、
異
な
る
文
字
で
す
。
「
ひ
さ
し
い
」
と
は
、
長
い
時

間
、
長
い
時
を
置
い
て
と
い
う
意
味
で
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

灸

畝

熟
語
：

（
持
久
力
）

闊
（
久
闊
）

（

）

罪

ザ
イ

つ
み

12

罪
を
犯
す
こ
と
、
犯
さ
れ
た
罪
を
表
す
文
字
で
す
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
の
形
で
、
あ
み
が

し
ら
を
表
し
ま
す
。

例
：

署

置

買

罰

熟
語
：

過
（
罪
過
）

（
罪
科
）

（

）

虎

コ

と
ら

13
猛
獣
の
虎
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
強
い
も
の
を
表
し
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
虎
頭

（
と
ら
が
し
ら
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

虚

虞

慮

虜

熟
語
：

（
虎
視
）

竜

（
竜
虎
）

＊

「

」
は
、
「
癶
（
は
つ
が
し
ら
）
、
夂
（
ふ
ゆ
が
し

ら
）
、
あ
み
が
し
ら
、
虍
（
と
ら
が
し
ら
）
」
を
表
し
ま
す
。

ま
た
「

」
は
、
「
夊
（
す
い
に
ょ
う
）
」
を
表
し
ま
す
。

（

）

鳥

チ
ョ
ウ

と
り

14
神
聖
な
鳥
の
姿
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
主
に
鳥
の
名
前
に
用

い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

島

鶏

鷹

鷲

熟
語
：

（
水
鳥
）

獣
（
鳥
獣
）

－ ３ －



（

）

魚

ギ
ョ

う
お

さ
か
な

15
水
に
住
む
魚
の
姿
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
頭
と
胴
と
尾
が
あ

り
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

の
形
で
魚
偏
を
表
し
ま
す
。

例
：

鯉

鮮

鱗

漁

熟
語
：

あ
れ
ば

（
魚
心
あ
れ
ば
水
心
）

（

）

牛

ギ
ュ
ウ

う
し

16
動
物
の
牛
の
姿
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
牛
は
神
聖
な
動
物
で

し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

解

件

特

物

熟
語
：

（
牛
車
）

風

（
風
馬
牛
）

（

）

午

ゴ

17
牛
の
近
似
文
字
で
す
。
杵
を
象
っ
た
文
字
で
、
干
支
の
う
ま

と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。

例
：

許

卸

熟
語
：

前

後
（
午
前
午
後
）

線
（
子

午
線
）

（

）

羊

ヨ
ウ

ひ
つ
じ

18

前
か
ら
見
た
羊
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
羊
は
神
聖
な
動
物
で

あ
り
、
美
し
い
動
物
と
し
て
珍
鳥
さ
れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

義

群

詳

美

洋

熟
語
：

皮

（
羊
皮
紙
）

頭
狗

（
羊
頭

狗
肉
）

（

）

豚

ト
ン

ぶ
た

19
肉
月
偏
と
豕
（
い
の
こ
）
で
構
成
さ
れ
た
文
字
で
、
食
用
と

し
て
飼
わ
れ
た
猪
を
表
し
て
い
ま
す
。
神
聖
な
動
物
と
し
て
、

珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。（

）

象

シ
ョ
ウ

ゾ
ウ

か
た
ち

か
た

20

ど
る豚

の
近
似
文
字
で
す
。
陸
上
最
大
の
動
物
で
あ
る
象
を
象
っ

た
文
字
で
す
。
「
か
た
ち
、
か
た
ど
る
」
の
訓
読
と
意
味
で
用

い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

像

熟
語
：

印

（
印
象
）

現

（
現
象
）

＊

漢
点
字
符
号
「

、

」
は
、
「
馬
、
牛
、
羊
、
豚

－ ４ －



（
い
の
こ
）
」
を
含
む
文
字
の
多
く
を
表
し
ま
す
。
動
物
で
は

草
食
動
物
を
表
し
ま
す
。

（

）

谷

コ
ク

た
に

21
山
の
折
り
重
な
っ
た
、
左
右
か
ら
迫
っ
た
様
子
を
象
る
文
字

で
す
。
山
と
山
の
間
の
、
狭
い
地
域
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

俗

容

欲

浴

熟
語
：

渓

（
渓
谷
）

（
谷
間
）

（

）

雨

ウ

あ
め

22
天
か
ら
雨
の
降
る
様
子
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
気
象
現
象
を

表
す
文
字
に
、
雨
冠
と
し
て
含
ま
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
雨
冠
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。例

：

雲

雪

電

雷

需

熟
語
：

（
雨
天
）

晴

（
晴
雨
）

（

）

両

リ
ョ
ウ

ふ
た
つ

23
雨
の
近
似
文
字
で
す
。
二
頭
立
て
の
馬
車
に
馬
を
繋
い
だ
形

を
象
っ
た
文
字
で
す
。
馬
が
二
頭
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
二

つ
、
両
側
の
意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
竹
冠
、
雨
冠
」
を
表
し
ま

す
。（

）

士

シ

24
戦
士
の
身
分
を
表
す
文
字
で
す
。
武
器
を
持
っ
て
戦
う
男
子

を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

吉

仕

志

熟
語
：

武

（
武
士
）

騎

（
騎
士
）

＊

第
一
基
本
文
字
の
「

土
」
と
形
が
相
似
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
漢
点
字
符
号
も
「

」
と
な
り
ま
し
た
。

（

）

居

キ
ョ

コ

い
る

25
尸
（
し
か
ば
ね
）
と
古
と
で
構
成
さ
れ
る
文
字
で
す
。
尸
は

先
祖
の
形
代
の
形
、
人
が
先
祖
の
前
に
身
を
屈
め
て
蹲
る
こ
と

を
表
し
ま
す
。
「
い
る
」
と
は
、
身
を
屈
め
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
漢
点

字
符
号
「

」
は
、
尸
を
表
し
ま
す
。

例
：

屋

熟
語
：

室
（
居
室
）

住

（
住
居
）

－ ５ －



（

）

老

ロ
ウ

お
い
る

26
老
冠
と
人
の
形
で
構
成
さ
れ
た
文
字
で
す
。
老
冠
は
年
老
い

た
人
が
髪
を
長
く
垂
ら
し
て
い
る
様
子
を
象
っ
て
い
て
、
人
を

加
え
て
老
い
た
人
を
表
し
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
符
号
「

」
は
、
老
冠
を

表
し
ま
す
。

例
：

孝

者

耆

熟
語
：

（
老
人
）

（
元
老
）

（

）

考

コ
ウ

か
ん
が
え
る

27
老
の
近
似
文
字
で
す
。
老
冠
の
右
下
に
、
考
え
を
巡
ら
す
と

い
う
意
味
の
形
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
も
と
は
「
な
き
ち

ち
」
を
意
味
し
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。

熟
語
：

（
思
考
）

察
（
考
察
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
戸
、
尸
、
老
冠
」
を
表
し

ま
す
。

（

）

衣

イ

エ

き
ぬ

こ
ろ
も

28
人
が
衣
服
を
身
に
つ
け
た
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
衣
偏
な

ど
と
し
て
衣
服
や
着
衣
し
た
状
態
を
表
す
文
字
を
構
成
し
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
は
、

衣
偏
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。

例
：

初

複

製

袋

裏

熟
語
：

服
（
衣
服
）

法

（
法
衣
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
示
偏
、
衣
偏
」
を
表
し
ま

す
。（

）

米

ベ
イ

マ
イ

こ
め

29
実
っ
た
稲
穂
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
現
在
で
は
主
食
の
米
を

表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

粧

精

断

歯

隣

熟
語
：

（
米
飯
）

（
米
国
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
禾
（
ノ
木
）
、
米
」
を
表

し
ま
す
。
何
れ
も
穀
物
の
実
り
を
表
す
文
字
で
す
。

（

）

延

エ
ン

の
ば
す

の
び
る

30
長
く
伸
び
た
道
を
表
す
文
字
で
す
。
時
間
が
延
び
る
、
期
限

に
遅
れ
る
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
符
号
「

」
は
、
廴
（
え

ん
に
ょ
う
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

廻

建

廷
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熟
語
：

期
（
延
期
）

遅

（
遅
延
）

（

）

支

シ

さ
さ
え
る

31
手
で
木
の
枝
を
持
つ
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
木
の
枝
を
持

っ
て
幹
を
支
え
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

岐

技

鼓

枝

肢

熟
語
：

（
支
持
）

（
支
店
）

（

）

遊

ユ
ウ

ユ

あ
そ
ぶ

32
し
ん
に
ょ
う
と
風
に
た
な
び
く
旗
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
旗

が
ゆ
っ
た
り
揺
れ
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
動
き
回
る
こ
と
を
表

し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

は
、
二
つ
目
の
し
ん
に
ょ
う
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

例
：

運

巡

遷

通

迭

熟
語
：

（
遊
学
）

興
（
遊
興
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
走
、
廴
、
支
、
し
ん
に
ょ

う
」
を
表
し
ま
す
。
し
ん
に
ょ
う
を
含
む
文
字
は
沢
山
あ
り
ま

す
の
で
、
糸
偏
・
言
偏
・
人
偏
・
さ
ん
ず
い
と
同
様
、
二
つ
用

意
し
ま
し
た
。
「

」
を
第
一
し
ん
に
ょ
う
、
「

」
を
第
二

し
ん
に
ょ
う
と
呼
び
ま
す
。

（

）

舟

シ
ュ
ウ

ふ
ね

33
丸
木
船
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
舟
は
、
当
初
は
大
木
を
刳
り

抜
い
た
丸
木
船
で
し
た
。
後
に
板
を
貼
り
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
航
海
で
き
る
大
き
な
船
が
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
盤
は
も
の
を
入
れ
て
運
ぶ
も
の
で
、
木

を
刳
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
文
字
は
盤
の
意
味
も
表
し
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
は
、

舟
偏
を
表
し
ま
す
。

例
：

船

舶

艦

航

般

熟
語
：

船
（
舟
船
）

艇
（
舟
艇
）

（

）

丹

タ
ン

あ
か
い

に

34
舟
の
近
似
文
字
で
す
。
赤
い
色
の
顔
料
を
掘
り
出
す
井
戸
を

象
っ
た
文
字
で
す
。
薬
剤
に
も
用
い
ら
れ
た
の
で
、
薬
や
真
心

を
意
味
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
万
金
丹
）

念
（
丹
念
）

青

よ
し
（
青
丹
よ
し
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
女
偏
、
舟
偏
」
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
。
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（

）

王

オ
ウ

35
首
領
の
シ
ン
ボ
ル
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
国
を
統
治
す
る
国

王
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

部
首
と
し
て
は
、
玉
の
略
体
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

例
：

環

現

珠

珍

球

熟
語
：

（
国
王
）

室
（
王
室
）

（

）

将

シ
ョ
ウ

36
神
に
戦
勝
祈
願
の
祈
り
を
捧
げ
る
様
子
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
そ
の
軍
を
率
い
る
将
軍
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
、
「
ひ
き

い
る
、
ま
さ
に
」
の
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
は
、
爿
（
し
ょ

う
へ
ん
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

状

壮

牆

熟
語
：

（
将
軍
）

（
大
将
）

（

）

主

シ
ュ

ぬ
し

あ
る
じ

お
も
に

37
油
皿
の
灯
心
が
燃
え
て
い
る
様
子
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
現

在
の
文
字
は
、
油
皿
の
下
に
台
が
置
か
れ
て
い
る
形
で
す
。
灯

火
を
守
る
の
は
首
長
の
役
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ぬ
し
、
あ

る
じ
、
お
も
に
」
と
訓
読
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

往

住

柱

注

駐

熟
語
：

演
（
主
演
）

公
（
主
人
公
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
玉
、
王
、
将
、
爿
（
し
ょ

う
へ
ん
）
、
主
」
を
表
し
ま
す
。

（

）

夕

セ
キ

ゆ
う

38
残
照
の
東
の
空
に
昇
る
三
日
月
を
象
っ
て
い
て
、
夕
刻
を
意

味
す
る
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。例

：

多

名

汐

熟
語
：

朝

（
一
朝
一
夕
）

か

り
（
夕
明
か
り
）

（

）

死

シ

し
ぬ

39
死
者
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

し
ま
す
。
「

」
は
、
歹
（
が
つ
へ
ん
）
を
表
し
て
、
死
に
ま

つ
わ
る
意
味
の
文
字
を
形
成
し
ま
す
。

例
：

残

殊

殉

殖

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
方
、
夕
、
歹
」
を
表
し
ま

す
。
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（

）

立

リ
ツ

リ
ュ
ウ

た
つ

た
て
る

40
立
っ
た
人
を
正
面
か
ら
見
た
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
立
っ

て
い
る
人
か
ら
「
た
つ
、
た
て
る
」
と
い
う
訓
読
を
、
ま
た
立

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
位
置
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

位

泣

端

翌

熟
語
：

脚
（
立
脚
）

設

（
設
立
）

（

）

身

シ
ン

み

み
ず
か
ら

41
妊
娠
し
て
い
る
女
性
を
横
か
ら
見
た
形
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
後
に
人
の
身
体
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
は
、
身
偏
を
表

し
ま
す
。

例
：

窮

射

熟
語
：

（
身
体
）

（
心
身
）

＊

漢
点
字
符
号
「

、

」
は
、
「
石
、
立
」
を
表
し
ま

す
。（

）

足

ソ
ク

あ
し

た
り
る

た
す

42
膝
か
ら
先
の
足
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
「
あ
し
」
を
意
味
す

る
と
と
も
に
、
物
や
心
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
、
補
っ
て
満
た
す

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
は
、
足
偏
を
表
し
ま
す
。

例
：

距

践

促

踊

路

熟
語
：

満

（
満
足
）

引
の
（
足
引
の
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
耳
偏
、
身
偏
、
足
偏
」
を

表
し
ま
す
。

（

）

虫

チ
ュ
ウ

む
し

43
む
し
（
蛇
）
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
現
在
で
は
昆
虫
や
蜘
蛛

な
ど
の
甲
殻
類
、
み
み
ず
や
ひ
る
な
ど
の
環
形
動
物
な
ど
、
幅

広
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
は
虫
偏
を
表
し
て
、
虫
・
爬
虫
類
・
両
生
類
・
水

性
甲
殻
類
・
貝
な
ど
の
名
前
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

例
：

蟻

蛾

触

蝕

独

熟
語
：

獅

の

（
獅
子
身
中
の
虫
）

（

）

羽

ウ

は
ね

は

44
鳥
の
羽
を
二
枚
並
べ
た
形
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

習

扇

翻

翼

翌

熟
語
：

（
羽
化
）

（
羽
衣
）
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＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
車
偏
、
虫
偏
、
羽
」
を
表

し
ま
す
。

（

）

自

ジ

み
ず
か
ら

45
顔
の
真
ん
中
に
あ
る
鼻
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
自
分
自
身
を

意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
「
自…

、
至…

」
と
書
い
て
、
「…

よ

り
、…

ま
で
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
自
立
）

（
自
分

自
身
）

（

）

気

キ

ケ

46
雲
の
流
れ
る
様
子
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
「
キ
」
は
、
人
が

呼
吸
し
て
得
る
、
生
き
る
た
め
の
根
源
的
な
力
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

は
、
气
（
き
が
ま
え
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

汽

氣

氛

氤

熟
語
：

（
元
気
）

雰

（
雰
囲
気
）

（

）

包

ホ
ウ

つ
つ
む

47
子
を
宿
し
た
腹
を
横
か
ら
見
た
と
こ
ろ
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
子
を
宿
し
て
育
む
と
こ
ろ
か
ら
、
「
つ
つ
む
」
と
訓
読
さ

れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

は
、
勹
（
つ
つ
み
が
ま
え
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

抱

飽

勺

旬

匂

熟
語
：

帯
（
包
帯
）

梱

（
梱
包
）

（

）

句

ク

48
包
の
近
似
文
字
で
す
。
文
章
の
一
単
位
、
文
章
の
一
区
切
り

を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

局

狗

駒

敬

熟
語
：

（
語
句
）

読

（
句
読
点
）

（

）

区

ク

49
神
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
場
所
、
そ
の
祈
り
は
、
周
り
を
囲
っ

て
姿
を
隠
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
周
り
を
囲
う
こ
と
、
外
界
と
区

切
り
を
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
区
切
る
こ
と
一
般
を
表
す
文
字

と
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

「

」
は
、
匸
（
か
く
し
が
ま
え
）
、
あ
る
い
は
匚
（
は
こ
が

ま
え
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

医

匿

匠

熟
語
：

（
区
分
）

け
（
区
分
け
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
門
構
え
、
气
、
勹
、
匸
、
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匚
」
を
表
し
ま
す
。

（

）

山

サ
ン

セ
ン

や
ま

50
峰
々
が
連
な
っ
た
姿
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
一
つ
の
高
い
山

が
聳
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
山
々
が
連
な
っ
て
い
る
形
を
表

し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

岳

岩

炭

嵐

熟
語
：

（
山
河
）

（
山
川
草

木
）（

）

矢

シ

や

51
矢
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
誓
う
を
立
て
る
と
き
に
矢
を
折
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
「
ち
か
う
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

医

矩

侯

短

知

熟
語
：

（
矢
羽
）

弓

（
弓
矢
）

＊

漢
点
字
符
号
「

、

」
は
、
「
病
だ
れ
、
山
、
矢
」

を
表
し
ま
す
。

（

）

弓

キ
ュ
ウ

ゆ
み

52
弓
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
弓
な
り
に
弧
を
描
い
て
曲
が
っ
た

形
を
表
し
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
は
、
弓
偏
を
表
し
ま
す
。

例
：

引

強

弦

弧

弱

熟
語
：

道
（
弓
道
）

（
弓
矢
）

（

）

引

イ
ン

ひ
く

53
弓
の
近
似
文
字
で
す
。
弓
の
弦
を
引
く
形
を
象
っ
て
い
ま

す
。
「
ひ
く
」
と
は
、
弓
を
引
く
ば
か
り
で
な
く
、
引
き
寄
せ

る
こ
と
全
般
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
万
有
引
力
）

き

（
字
引
き
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
彳
、
行
構
え
、
弓
偏
」
を

表
し
ま
す
。

（

）

原

ゲ
ン

は
ら

54
崖
の
割
れ
目
か
ら
泉
が
湧
い
て
い
る
様
子
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
水
源
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ

れ
ま
す
。
「

」
は
、
厂
（
が
ん
だ
れ
）
を
表
し
ま
す
。
厂

は
、
切
り
立
っ
た
崖
を
意
味
し
ま
す
。

例
：

圧

灰

厄

熟
語
：

（
原
因
）

野
（
原
野
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
广
、
厂
」
を
表
し
ま
す
。
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（

）

今

コ
ン

キ
ン

い
ま

55
器
や
壺
の
蓋
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
現
在
で
は
「
い
ま
」

と
、
時
を
表
す
文
字
に
変
わ
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

含

吟

念

貪

熟
語
：

昔
（
今
昔
）

集
（
古
今
集
）

（

）

白

ハ
ク

ビ
ャ
ク

し
ろ
い

56
白
い
頭
蓋
骨
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
頭
蓋
骨
に
は
霊
が
宿
る

と
信
じ
ら
れ
て
、
大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

皆

皇

伯

拍

泊

熟
語
：

（
白
衣
）

腕

（
腕
白
）

（

）

旧

キ
ュ
ウ

ふ
る
い

57
白
の
近
似
文
字
で
す
。
鳥
を
捕
ま
え
る
罠
を
象
っ
た
文
字
と

言
わ
れ
ま
す
。

音
が
久
に
通
じ
て
、
「
ひ
さ
し
い
、
ふ
る

い
」
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

暦
（
旧
暦
）

道
（
旧
東
海

道
）＊

漢
点
字
符
号
「

、

」
は
、
「
日
、
白
」
を
表
し
ま

す
。（

）

桜

オ
ウ

さ
く
ら

58
花
の
さ
く
ら
を
表
す
文
字
で
す
。
わ
が
国
で
は
古
く
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
花
で
す
。
現
在
で
は
国
花
に
な
っ
て
い
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
桜
花
）

桃
（
桜
桃
）

（

）

菊

キ
ク

き
く

59
秋
に
咲
く
花
の
代
表
の
菊
を
表
す
文
字
で
す
。
菊
は
、
わ
が

国
の
皇
室
の
紋
章
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。

熟
語
：

（
菊
花
）

形
（
菊
人
形
）

＊

漢
点
字
で
は
「

」
の
符
号
に
よ
っ
て
、
木
の
名
・
草

の
名
・
竹
の
名
を
構
成
す
る
木
偏
・
草
冠
・
竹
冠
を
表
し
ま

す
。例

：

松

杉

蓬

藍

笹

（

）

我

ガ

わ
れ

わ

60
一
人
称
の
代
名
詞
「
わ
れ
」
を
表
す
文
字
で
す
。
自
分
の
こ

と
、
自
分
の
所
有
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

、

」
は
、
戈
構
え
、
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あ
る
い
は
戈
旁
を
表
し
ま
す
。

例
：

餓

蛾

義

熟
語
：

執
（
我
執
）

が

（
我
が
家
）

（

）

或

ワ
ク

あ
る

あ
る
い
は

61
我
の
近
似
文
字
で
す
。
戈
で
国
を
守
る
こ
と
を
表
し
て
、
も

と
は
国
を
意
味
し
ま
し
た
。
「
あ
る
、
あ
る
い
は
」
と
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
国
は
囗
を
加
え
て
、
國
で
表
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

（

）

式

シ
キ

シ
ョ
ク

62
決
ま
っ
た
仕
来
り
や
儀
礼
を
意
味
す
る
文
字
で
す
。
学
校
や

官
庁
な
ど
で
、
区
切
り
の
あ
る
毎
に
行
わ
れ
る
儀
式
や
、
数
の

計
算
の
手
順
を
言
い
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ

れ
ま
す
。
「

」
は
式
構
え
を
、
「

」
は
式
旁
を
表
し
ま

す
。例

：

試

拭

武

代

熟
語
：

（
入
学
式
）

程

（
方
程

式
）（

）

用

ヨ
ウ

も
ち
い
る

63
神
に
捧
げ
ら
れ
る
家
畜
を
飼
う
た
め
の
柵
を
象
っ
た
文
字
で

す
。
神
に
捧
げ
る
こ
と
を
「
も
ち
い
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
現

在
で
は
道
具
や
手
段
を
使
う
、
あ
る
い
は
人
を
雇
っ
て
働
か
せ

る
な
ど
の
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

さ
れ
ま
す
。
「

」
は
、
冂
（
え
ん
が
ま
え
）
を
表
し
ま
す
。

例
：

向

同

岡

熟
語
：

（
用
意
）

の

（
火
の
用

心
）（

）

角

カ
ク

つ
の

か
ど

す
み

64
用
の
近
似
文
字
で
す
。
獣
の
つ
の
を
象
っ
て
、
も
の
の
角
張

っ
た
と
こ
ろ
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

さ
れ
ま
す
。

例
：

解

触

熟
語
：

形
（
三
角
形
）

（
牛
角
）

＊

漢
点
字
符
号
「

」
は
、
「
囗
、
戈
、
弋
、
冂
」
を
表

し
ま
す
。

（

）

欠

ケ
ツ

か

け
る

65
人
が
口
を
開
け
て
欠
伸
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
象
っ
た
文
字

で
す
。
欠
け
て
満
足
で
な
い
、
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
意
味
を

表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

例
：

飲

欧

歌

欺

次

熟
語
：

損
（
欠
損
）

席
（
欠
席
）
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点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
八
十
三
）

南
相
馬
へ
の
支
援(

一)

山

内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

七
月
二
一
日
の
夕
方
、
あ
ず
ま
図
書
館
の
私
の
元
に
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。

「
Ｗ
で
す
が
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？
」

三
十
年
近
く
会
う
こ
と
の
な
か
っ
た
Ｗ
さ
ん
だ
が
、
す
ぐ
に

名
前
も
顔
も
浮
か
ん
で
き
た
。
昔
、
江
東
ブ
ロ
ッ
ク
図
書
館
協

議
会
児
童
部
会
と
い
う
集
ま
り
が
あ
っ
て
、
一
緒
に
調
査
を
行

っ
た
り
、
東
京
の
図
書
館
の
集
会
で
共
に
事
例
発
表
を
行
っ
た

こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
た
。

江
東
地
区
の
図
書
館
に
は
、
江
東
ブ
ロ
ッ
ク
図
書
館
協
議
会

（
足
立
区
、
江
戸
川
区
、
葛
飾
区
、
江
東
区
、
墨
田
区
の
五

区
）
と
い
う
組
織
が
か
つ
て
存
在
し
、
研
究
協
議
を
重
ね
て
き

た
伝
統
が
あ
る
。
こ
の
協
議
会
は
館
長
組
織
で
は
な
く
、
図
書

館
職
員
に
よ
る
組
織
と
し
て
一
九
六
四
年
に
発
足
し
、
貸
出
、

調
査
、
協
力
と
い
う
部
会
が
活
動
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年

に
四
番
目
の
部
会
と
し
て
児
童
部
会
が
作
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

各
区
の
図
書
館
か
ら
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
当

初
は
江
東
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
図
書
館
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
こ

の
実
態
調
査
の
分
析
と
検
討
を
三
年
が
か
り
で
終
え
た
後
、
一

九
七
七
年
に
は
当
時
江
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
あ
っ
た
一
八
館
で
図
書

館
に
来
館
す
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
一
週
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
期
間
で
あ
っ
た
が
、
七
千

近
い
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
と
分
析
を
「
子
ど
も
・
本

・
と
し
ょ
か
ん
」
と
い
う
報
告
書
に
ま
と
め
た
。
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
ま
と
め
る
際
に
一
緒
に
活
動
し
た
の
が
当
時
葛
飾
区
に

勤
務
し
て
い
た
Ｗ
さ
ん
だ
っ
た
。

Ｗ
さ
ん
は
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
南
相
馬
市
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
出
か
け
て
い
る
と
き
に
、
元
南
相
馬
市

の
図
書
館
員
Ｈ
さ
ん
と
出
会
い
、
Ｈ
さ
ん
と
の
話
の
中
で
私
の

こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
と
い
う
。
Ｈ
さ
ん
と
は
東
北
で
開
か
れ

る
図
書
館
関
係
の
集
会
で
何
度
か
お
目
に
か
か
っ
て
話
を
し
た

こ
と
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
図
書
館
の
話
の
中
で
私
の
名
前
が
出

た
と
の
こ
と
。
そ
れ
で
電
話
を
下
さ
っ
た
の
だ
っ
た
。

南
相
馬
市
の
図
書
館
が
休
館
中
の
中
「
現
地
で
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
二
回
行
い
ま
し
た
。
一
回
目
は
福
祉
施
設
に
通
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
。
二
回
目
は
隣
の
相
馬
市
の
図
書

館
の
児
童
室
に
て
。
一
回
目
の
子
た
ち
は
次
の
日
施
設
で
面
白

か
っ
た
と
み
ん
な
に
言
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
福
祉
施
設
で

の
読
み
聞
か
せ
は
こ
れ
で
大
丈
夫
そ
う
で
す
。
二
回
目
は
子
ど

も
た
ち
は
拍
手
を
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
図
書
館
員
か
ら
は

「
静
か
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
読
ん
で
い
る
途
中
に
注
意
を

受
け
ま
し
た
。
前
日
か
ら
許
可
を
得
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
途
中
で
邪
魔
さ
れ
た
の
が
残
念
で
し
た
。
た
ぶ
ん
こ
こ
で

は
も
う
読
ま
せ
て
も
ら
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
読
ん
だ
本
＝
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持
っ
て
い
っ
た
本
。
さ
ん
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
・
ノ

ン
タ
ン
お
ね
し
ょ
で
し
ょ
ん
・
お
お
き
な
か
ぶ
・
ぐ
り
と
ぐ
ら

・
だ
い
く
と
お
に
ろ
く
。
一
度
に
は
多
す
ぎ
ま
す
が
調
査
と
い

う
こ
と
で
５
冊
全
て
を
読
み
ま
し
た
。
）
」

彼
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
放
射
能
の

影
響
で
子
ど
も
た
ち
は
バ
ス
で
学
校
へ
登
下
校
し
て
お
り
、
家

に
帰
っ
て
き
て
も
外
で
遊
ぶ
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
状
況

で
、
母
親
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
を
安
全
な
地
域
に
避
難
さ
せ
て

あ
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
負
い
目
を
強
く
感
じ
て
お
り
、
そ
う
し

た
母
親
の
話
し
相
手
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
話
の
中
で
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
が
行
っ
て
い
る
被
災
地
に
子
ど
も
の
本
を
送

る
活
動
「
ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館
」
の
こ
と
な
ど
を
話
す
と
、
仮

設
住
宅
な
ど
に
絵
本
を
送
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
要
望
を

受
け
た
。
実
は
今
回
の
大
震
災
の
被
災
地
、
石
巻
と
東
松
島

に
、
そ
れ
ぞ
れ
知
り
合
い
の
図
書
館
員
と
元
図
書
館
員
が
お

り
、
連
絡
を
取
っ
て
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
小
学
校
な
ど
十
カ

所
あ
ま
り
に
四
月
始
め
、
「
ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館
」
の
活
動
を

通
し
て
子
ど
も
の
本
を
五
十
冊
単
位
で
送
っ
て
頂
い
た
の
だ
っ

た
。早

速
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
と
の
仲
介
役
を
し
て
下
さ
っ
て

た
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
日
本
国
際
児
童
図
書
評
議
会
）
の
Ｋ
さ
ん
に
連

絡
を
取
っ
て
支
援
を
要
請
し
た
。
Ｋ
さ
ん
か
ら
は
す
ぐ
に
次
の

よ
う
な
メ
ー
ル
を
頂
い
た
。

「
ぜ
ひ
応
援
し
た
い
で
す
。
ユ
ニ
セ
フ
は
も
ち
ろ
ん
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
で
し
ょ
う
が
（
確
認
し
ま
す
）
、
周
辺
で
は
他
に
も
い
ろ

ん
な
支
援
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
」

Ｗ
さ
ん
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
伺
っ
て
私
が
出
し
た
メ
ー
ル

に
最
初
に
頂
い
た
返
信
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

「
早
速
の
お
手
配
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
の
現
地
の
状

況
か
ら
受
け
た
印
象
か
ら
言
う
と
、
ま
ず
は
出
来
た
ら
読
み
聞

か
せ
に
適
し
て
い
る
絵
本
が
希
望
で
す
。
そ
の
後
、
子
ど
も
た

ち
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
来
た
ら
、
幼
年
童
話
、
そ
の
後
、
ケ

ス
ト
ナ
ー
の
本
な
ど
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
が
。
一
度
の
で

は
な
く
、
継
続
し
た
援
助
が
見
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
気
持
ち
と

勇
気
を
く
れ
ま
す
。
私
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
は
、
子
ど
も
だ
け
が
対
象
で
は
な
く
そ
の
親
も
ま
た
対
象

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
と
子
ど
も
を
つ
な
ぐ
と

言
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
願
い
ま
す
が
、
放
射
能
が
撒
き
散
ら
さ

れ
る
中
で
、
子
ど
も
を
育
て
ざ
る
を
得
な
い
、
親
へ
の
相
談
や

援
助
の
糸
口
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
も
願
っ
て
い
ま
す
。
昨

日
も
電
話
で
お
話
を
し
ま
し
た
よ
う
に
、
親
は
、
放
射
能
放
出

下
で
子
ど
も
を
育
て
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
、
ま
ず
は
子
ど
も

に
す
ま
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う
自
分
を
情
け
な
く
思

っ
て
い
て
、
自
由
に
外
で
遊
ば
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
中
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
発
散
出
来
な
い
子
ど
も
が
、
仮
設
住
宅
の
薄
い
壁
の

部
屋
の
中
で
騒
ぐ
こ
と
に
周
り
の
方
に
す
ま
な
い
と
思
っ
て
生

活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
親
、
多
く
は
母
親
、
へ
の
援
助
や
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相
談
の
糸
口
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
を
利
用
し
た
い

と
い
う
の
が
現
在
の
私
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
な
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
読
む
こ
と
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
面
白

さ
で
す
が
。
」

ま
た
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル
も
届
い
た
。

「
現
地
で
の
私
の
感
想
を
言
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
セ
ッ
ト
と
し

て
送
る
よ
り
、
途
切
れ
な
く
、
例
え
ば
「
こ
ど
も
の
と
も
」
や

「
か
が
く
の
と
も
」
が
毎
月
送
ら
れ
る
よ
う
に
送
っ
て
い
た
だ

け
る
の
が
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
東
京
で
ス
ト
ッ
ク
し
て

い
て
も
結
構
な
の
で
。
は
じ
め
に
読
み
聞
か
せ
に
良
い
絵
本
を

十
冊
程
度
セ
レ
ク
ト
し
て
送
っ
て
い
た
だ
く
と
助
か
り
ま
す
。

私
と
し
て
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
（
好
み
と
取
っ
て
い
た
だ
い
て

も
良
い
で
す
）
。
ぐ
り
と
ぐ
ら
、
さ
ん
び
き
の
や
き
の
が
ら
が

ら
ど
ん
、
じ
ご
く
の
そ
う
べ
い
、
し
ば
て
ん
、
ふ
き
ま
ん
ぶ

く
、
だ
い
く
と
お
に
ろ
く
、
な
が
い
は
な
し
こ
し
が
へ
が
な
、

い
な
い
い
な
い
ば
あ
、
も
う
ね
ん
ね
、
ノ
ン
タ
ン
の
お
ね
し
ょ

で
し
ょ
ん
、
ノ
ン
タ
ン
ボ
ー
ル
ま
て
ま
て
ま
て
、
ノ
ン
タ
ン
の

誕
生
日
（
ノ
ン
タ
ン
シ
リ
ー
ズ
は
こ
の
三
冊
以
外
は
好
き
で
は

な
い
で
す
）
、
て
ぶ
く
ろ
、
お
お
き
な
か
ぶ
、
ぽ
っ
ぽ
ー
よ
ぎ

し
ゃ
、
や
こ
う
れ
っ
し
ゃ
、
ト
リ
ゴ
ラ
ス
（
ト
リ
ゴ
ラ
ス
は
ひ

ね
っ
て
は
い
ま
す
が
、
読
ん
で
、
被
災
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち

が
ど
う
い
う
反
応
を
起
こ
す
の
か
見
て
み
た
い
感
じ
が
し
ま

す
。
慎
重
の
上
慎
重
に
行
い
ま
す
が
。
怖
い
の
で
、
結
局
並
べ

る
だ
け
で
、
し
ば
ら
く
は
読
み
聞
か
せ
し
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
）
、
幼
年
童
話
と
し
て
、
ふ
と
ん
海
水
浴
、
も
り
の
へ
な

そ
う
ー
る
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
な
の
で
上
記
の
本
と
同
等
の

優
れ
た
絵
本
が

冊
て
い
ど
欲
し
い
で
す
。
少
な
い
本
を
何
回

10

も
何
回
も
か
わ
る
が
わ
る
見
る
中
で
本
が
子
ど
も
や
親
の
中
で

力
を
持
っ
て
く
る
と
い
う
感
じ
を
私
は
持
っ
て
い
ま
す
。
た
ぶ

ん
最
初
に
送
ら
れ
て
く
る
本
が

冊
だ
と
多
す
ぎ
る
感
じ
で

20

す
。
何
を
読
む
か
迷
う
と
い
う
の
で
は
多
す
ぎ
る
の
だ
と
思
う

の
で
す
。
上
記
の
リ
ス
ト
も
ど
き
は
現
在
の
絵
本
の
状
況
は
知

ら
ず
、
三
十
年
ほ
ど
前
の
記
憶
か
ら
、
調
べ
も
せ
ず
に
頭
に
浮

か
ぶ
も
の
を
書
い
て
い
ま
す
。
選
書
に
力
を
入
れ
て
く
れ
る
と

助
か
り
ま
す
。
そ
の
後
一
ヶ
月
に
二
～
三
冊
ず
つ
定
期
的
に
送

っ
て
い
た
だ
け
る
と
子
ど
も
た
ち
や
親
た
ち
が
「
今
月
く
る
の

は
何
だ
ろ
う
」
と
楽
し
み
が
出
来
ま
す
。
そ
の
生
活
の
小
さ
な

楽
し
み
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
自
死
を

止
め
る
力
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
南
相
馬
で
は
原
発
建

家
が
吹
き
飛
ん
だ
あ
と
、
い
っ
さ
い
品
物
が
入
っ
て
こ
ず
、
商

店
が
在
庫
を
全
て
売
り
払
っ
た
あ
と
は
、
商
店
は
閉
め
ら
れ
、

二
時
間
ぐ
ら
い
か
か
る
福
島
や
、
二
本
松
、
郡
山
に
車
で
買
い

物
に
行
く
に
も
ガ
ソ
リ
ン
も
な
く
と
い
う
状
態
が
約
三
週
間
続

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
自
衛
隊
に
ガ
ソ
リ
ン
を
分
け
て
ほ
し
い

と
頼
ん
で
も
指
揮
系
列
が
違
う
と
断
ら
れ
た
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
市
民
の
中
に
は
た
ぶ
ん
見
捨
て
ら
れ
た

と
い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る
医
師
は
「
南
相
馬
は

見
殺
し
に
さ
れ
た
」
「
報
道
も
自
主
規
制
で
人
間
が
住
ん
で
い
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る
の
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
「
こ
の
こ
と
を
全
国
の
人
に
伝

え
て
ほ
し
い
」
涙
を
浮
か
べ
怒
り
な
が
ら
訴
え
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
一
時
期
に
多
量
の
本
が
送
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、

十
冊
ぐ
ら
い
か
ら
初
め
て
、
月
に
一
回
何
冊
か
そ
れ
が
増
え
て

い
く
と
い
う
喜
び
は
、
見
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
信
頼

や
、
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
希
望
に
つ
な
が
り
、
優
れ
た
本
の

楽
し
さ
と
相
ま
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
本
が
大
好
き
に
な
る
き

っ
か
け
と
な
る
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
セ
ッ
ト
で

は
な
く
Ｋ
さ
ん
や
山
内
さ
ん
の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
、
母
と
子

へ
の
読
み
聞
か
せ
に
適
切
な
「
こ
の
十
冊
」
と
い
う
選
書
を
お

願
い
し
ま
す
。
つ
ま
り
選
書
に
こ
も
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
欲
し
い

の
で
す
。
」

「
ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館
」
の
支
援
は
一
度
送
っ
た
ら
一
応
そ

れ
で
終
了
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
継
続
し
て
絵
本

を
送
り
続
け
る
こ
と
、
そ
の
中
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
含
ま
せ
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
義
援
金
な
ど
の
支
援
と
は
質
の

異
な
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
の
だ
っ

た
。そ

こ
で
現
在
あ
る
仮
設
住
宅
群
十
二
カ
所
。
八
月
十
五
日
ま

で
に
開
設
予
定
が
六
カ
所
の
計
十
八
カ
所
に
十
冊
ず
つ
計
百
八

十
冊
を
セ
ッ
ト
に
し
て
原
町
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任
保
健
師
の
Ｏ

さ
ん
宛
に
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
の
本
の
発
送
に
関
し
て

は
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
「
ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館
」
か
ら
で
は

な
く
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
か
ら
送
る
手
配
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｂ
Ｂ

Ｙ
の
Ｋ
さ
ん
か
ら
Ｗ
さ
ん
宛
の
メ
ー
ル
に
は
次
の
よ
う
内
容
が

記
さ
れ
て
い
る
。

「
○
こ
の
た
び
は
、
現
地
の
状
況
や
ニ
ー
ド
を
、
届
け
て
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
を
そ
ろ
え
支
援
し

ま
す
と
声
を
上
げ
る
こ
と
は
簡
単
で
も
、
現
地
の
人
の
気
持
ち

に
沿
っ
た
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
す
る
こ
と
は
、
本
当
に
難
し

い
こ
と
で
す
。
そ
こ
を
つ
な
ぐ
人
の
存
在
が
ど
ん
な
に
貴
重
な

こ
と
か
。
Ｗ
さ
ん
、
山
内
さ
ん
の
お
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
地
の
様
子
を
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。
今
後
も
、
本
を
用
意
し
、
お
送
り
す
る

こ
と
が
私
の
役
目
、
そ
れ
を
私
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
後
こ

こ
の
子
ど
も
た
ち
を
、
本
を
通
じ
て
長
く
支
援
で
き
た
ら
幸
い

で
す
。

○
今
、
送
付
の
準
備
に
は
い
っ
て
い
ま
す
が
、
購
入
本
の
調

達
、
仕
分
け
の
箱
や
袋
（
今
新
し
く
調
達
し
て
い
ま
す
）
、
発

送
作
業
、
急
い
で
は
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
仕
事
の
合
間
に

行
い
ま
す
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
八
月
七
日
に
は
間
に
合
わ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

（
八
月
七
日
は
次
に
Ｗ
さ
ん
が
現
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
く

日
に
ち
）

○
昨
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
健
診
に
く
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
本
は
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
を
中
心
に

冊
ほ
ど
お
送
り
し
ま
し

20

た
。
こ
れ
は
す
ぐ
に
準
備
が
あ
っ
た
の
で
。
十
ヶ
月
・
一
歳
半

・
三
歳
な
ど
の
健
診
を
保
健
セ
ン
タ
ー
は
行
っ
て
い
ま
す
。
今
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半
分
ぐ
ら
い
の
受
診
率
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
同

業
者
と
し
て
、
ま
だ
半
数
近
い
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
ま
ま
こ
の

地
に
い
る
こ
と
の
方
に
正
直
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
、
Ｗ

さ
ん
が
お
伝
え
く
だ
さ
っ
た
よ
う
な
状
況
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

○
こ
の
よ
う
な
災
害
の
支
援
は
、
み
な
が
初
め
て
で
す
（
最
後

で
も
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
）
。
ど
ん
な
本
が
よ
い
の
か
も
手

探
り
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
専
門
家
は
だ
れ
も
い
な
い
と
お

も
い
ま
す
。
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
何
よ
り
の
答
え
だ

と
思
い
ま
す
。
み
な
で
探
り
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
や
っ
て
い

け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。
」

Ｗ
さ
ん
か
ら
の
メ
ー
ル
に
は
次
の
よ
う
な
状
況
が
記
さ
れ
て
い

る
。

「
私
の
感
じ
で
は
今
後
一
旦
逃
げ
た
人
々
が
仮
説
住
宅
の
建
設

で
帰
っ
て
き
ま
す
。
七
万
人
か
ら
一
万
人
へ
。
い
ま
三
万
五
千

人
を
超
え
ま
し
た
。
六
万
人
ぐ
ら
い
ま
で
回
復
す
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば
、
乳
幼
児
は
も
っ
と
増
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
」

今
後
本
当
に
息
の
長
い
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
の
経
緯
を
次
号
で
も
お
伝
え
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

（
本
来
は
「
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

の
七
回
目
を
書
く
予
定
で
し
た
が
、
緊
急
の
課
題
で
も
あ
り
、

今
の
福
島
の
状
況
を
少
し
で
も
皆
様
に
知
っ
て
頂
き
た
く
、
急

遽
南
相
馬
へ
の
支
援
に
つ
い
て
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
引
用

等
を
お
許
し
頂
い
た
、
Ｗ
さ
ん
と
Ｋ
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
）

『
横
浜
通
信
』
１
０
０
号
記
念
特
集

「
横
浜
通
信
」
第
１
０
０
号
に
寄
せ
て

岡
田

健
嗣

本
誌
『
横
浜
通
信
』
は
、
今
号
で
１
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。本

誌
は
、
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
の
発
足
に
１
年
ほ
ど
先
だ

っ
て
、
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
創
刊
に
当
た
っ
て
ど
ん
な
冊
子
に

す
る
か
、
現
在
も
本
会
の
活
動
の
中
核
を
担
っ
て
下
さ
っ
て
い

る
吉
田
信
子
さ
ん
と
、
繰
り
返
し
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
得
た
結
論
は
、
現
在
も
本
会
の
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
誌
は
、
現
在
本
会
で
使
用
し
て
い
る
漢
点
字
変
換
プ

ロ
グ
ラ
ム
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
の
前
身
で
あ
る
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
が
、
最
初

当
会
が
隔
月
に
発
行
し
て
参
り
ま
し
た
漢
点

字
誌
『
横
浜
通
信
』
が
、
こ
の
七
月
号
で
、
通

巻
一
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。
読
者
の
代
表
と

し
て
木
村
多
恵
子
さ
ん
に
筆
を
執
っ
て
い
た
だ

き
、
主
催
者
と
し
て
岡
田
も
、
一
筆
し
た
た
め

ま
し
た
。
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に
手
が
け
た
冊
子
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
パ
ソ
コ
ン
も
、
Ｍ

Ｓ
‐
Ｄ
Ｏ
Ｓ
か
ら
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
へ
と
基
本
ソ
フ
ト
が
変
化

し
て
、
変
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
現
在
の
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
に
至
り
ま

し
た
。
本
会
の
活
動
は
こ
の
よ
う
に
、
会
員
に
よ
る
入
力
・
校

正
・
編
集
と
い
う
編
集
者
の
担
当
分
野
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
・
印
刷
機
材
の
保
守
・
点
検
と
い
う
、
言
わ
ば
印
刷
者
の
担

当
分
野
を
、
会
員
の
力
で
維
持
し
、
動
か
し
続
け
て
い
る
も
の

で
す
。

本
誌
の
編
集
方
針
は
と
言
え
ば
、
誠
に
原
則
的
な
三
つ
の
柱

に
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
漢
点
字
の
資
料
そ
の
も
の
が
少
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
読
者
に
漢
点
字
で
読
む
こ
と
を
経
験
し
て
も
ら

う
こ
と
を
期
し
て
、
知
識
欲
に
応
え
ら
れ
る
資
料
を
選
ぶ
こ

と
。
二
つ
は
、
で
き
る
だ
け
短
い
文
章
を
選
ぶ
こ
と
、
こ
れ
は

触
読
の
困
難
さ
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
す
。
三
つ
は
、
文
字
・

言
語
・
文
章
に
関
わ
る
基
本
的
な
資
料
を
選
ぶ
こ
と
、
こ
れ
は

こ
れ
ま
で
の
視
覚
障
害
者
が
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
よ
う
な
資
料

に
恵
ま
れ
ず
に
置
か
れ
て
来
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

お
気
づ
き
の
よ
う
に
本
誌
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
の
中
か
ら
、
こ
れ
ら
の
原

則
に
沿
っ
た
記
事
を
選
び
出
し
て
、
編
集
し
、
掲
載
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
点
字
の
雑
誌
と
言
え
ば
、
内
容
は
お
お
よ
そ

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
し
た
。
勿
論
そ
れ
は
そ
れ
相
応
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
勢
い
一
般
か
ら
離
れ
た
も
の
に
も
な

り
が
ち
で
し
た
。
「
盲
界
誌
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
本
会

の
活
動
は
、
漢
点
字
を
一
般
の
文
字
に
匹
敵
す
る
触
読
文
字
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
「
盲
界

誌
」
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
、
そ
う
考
え
ま
し
た
。

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
は
一
九
九
六
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
不
定
期
に
発
行
し
て
い
た
本
誌
も
、
会
員
の
充
実

を
機
に
、
隔
月
・
年
六
回
の
定
期
刊
行
物
と
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
１
０
０
号
を
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
取

り
も
直
さ
ず
読
者
諸
兄
姉
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

毎
号
楽
し
み
に
し
て
下
さ
い
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
編
集
と
打
ち
出
し
・
製
本
・
発
送
を
担
当
し
て
下
さ

っ
て
い
る
会
員
の
皆
様
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
１
年
７
月

日
15

「
横
浜
通
信
」
１
０
０
号

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

木
村

多
恵
子

「
横
浜
通
信
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
始
め
た
の
は
い
つ
の

－ １９ －



こ
ろ
で
し
た
か
。
創
刊
号
か
ら
で
な
か
っ
た
の
は
覚
え
て
い
る

の
で
す
。
岡
田
様
か
ら
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
の
に
、
よ
ん
ど

こ
ろ
な
い
事
情
が
あ
り
ま
し
て
、
ご
辞
退
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
思
い
ま
す
と
残
念
な
こ
と
を
い
た
し
ま
し
た
。

横
浜
羽
化
の
皆
様
が
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
お
忙
し
い
日

々
の
中
、
ど
ん
な
記
事
が
よ
い
か
、
楽
し
く
て
し
か
も
ち
ょ
っ

と
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
読
め
な
い
も
の
、
つ
ま
り
ど
の
号
も
保

存
し
て
置
き
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
を
と
、
編
集
な
さ
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
努
力
の
結
果
、
１
０
０
号
ま
で
途

切
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

記
事
と
記
事
の
間
に
俳
句
や
歌
を
埋
め
草
と
し
て
、
新
た
な

内
容
に
入
り
や
す
く
構
成
さ
れ
て
い
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
。

わ
た
し
は
「
読
め
そ
う
で
読
め
な
い
漢
字
２
０
０
０
」
と
、

「
ち
ょ
っ
と
使
え
る
お
天
気
知
識
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
前
者
の
中
の
〈
例
題
〉
を
正
し
く
回
答
で
き
る
か
試
み
て

い
ま
す
。

何
と
い
っ
て
も

寺
山
修
二
の
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
の
一
編

の
詩
は
、
夫
を
送
っ
た
直
後
に
与
え
ら
れ
た
、
忘
れ
が
た
い
特

別
な
詩
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
詩
を
読
ん
だ
と
き
、
「
漢
点
字

で
読
め
て
よ
か
っ
た
」
と
あ
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
い
読
み
物
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
い
つ
ま
で
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

｢

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会｣

例
会･

講
習
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
１
１
年
６
月
８
日(

水)

：

～

67

13

30

：

、
場
所
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
２
会
議
室

15

30

６
月

日
の
『
朝
日
「
花
を
ひ
ろ
う
」
』
の
点
字
印
刷
を
し

18

に
、
横
浜
へ
行
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
お
二
人
決
め
て
い
た
だ
い

た
。朝

日
「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
入
力
、
校
正
の
グ
ル
ー
プ
を
確
認

し
た
。

繰
り
返
し
記
号
に
つ
い
て｜

漢
字
の
繰
り
返
し
記
号
、
平
仮

名
の
繰
り
返
し
、
片
仮
名
の
繰
り
返
し
平
仮
名
、
片
仮
名
の
繰

り
返
し
に
濁
点
が
つ
い
た
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
号
が
、
漢
点

字
に
も
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
説
明
を
岡
田
さ
ん
が
し

た
。漢

文
の
訓
点
に
つ
い
て｜

レ
点
、
返
り
点
、
な
ど
、
漢
文
に

必
要
な
表
記
に
つ
い
て
も
岡
田
さ
ん
が
説
明
し
た
。

古
語
辞
典
に
つ
い
て｜

古
語
辞
典
に
韓
国
語
の
発
音
記
号
の

よ
う
な
も
の
が
表
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
韓
国
語
発
音
記

号
と
す
る
と
、
点
字
の
韓
国
語
で
は
ど
う
表
し
て
い
る
か
、
も

－ ２０ －



う
少
し
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

古
語
辞
典
の
入
力
は
、
原
本
を
各
自
少
し
ず
つ
持
ち
帰
り
、

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
各
自
が
入
力
し
た
も
の
を
第
４
校
正
ま
で

行
う
こ
と
に
し
た
。

寺
山
修
司
の
歌
集
は
入
力
は
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。第

回
例
会

２
０
１
１
年
７
月
６
日(

水)

：

～

68

13

30

：

、
場
所
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

15

30

「
羽
化

号
」
も
お
配
り
し
た
。

86

「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
入
力
担
当
を
決
め
た
。

７
月

日
に
横
浜
へ
点
字
印
刷
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
を
お
二

20

人
決
め
て
い
た
だ
い
た
。

「
古
語
辞
典
」
の
入
力
方
法
に
つ
い
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
岡
田
さ
ん
が
丁
寧
に
、
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
に
対
し
て
、
具

体
的
に
説
明
し
た
。

「
古
語
辞
典
」
の
校
正
の
総
纏
め
を
統
一
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
Ｓ
さ
ん
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
、
早
速
活
動
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

「
古
語
辞
典
」
の
入
力
す
る
原
本
を
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
ら

れ
た
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

＊

予
告

８
月
の
例
会
、
（
第

回
）
、
２
０
１
１
年
８
月

日

69

10

（
水
）
、

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝

13

30

15

30

小
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年
８
月

日
（
土
）
、

：

51

20

17

00

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室
。
終
了
後

18

30

暑
気
払
い
の
予
定
。

９
月
の
例
会
、
（
第

回
）
、
２
０
１
１
年
９
月
７
日

70

（
水
）
、

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝

13

30

15

30

小
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年
９
月

日
（
土
）
、

：

52

10

18

30

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

20

30
月
の
例
会
、
（
第

回
）
、
２
０
１
１
年

月

日

10

71

10

12

（
水
）
、

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝

13

30

15

30

小
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年

月

日
（
土
）
、
ヒ
ュ
ー

53

10

22

マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

わ
た
く
し
ご
と

わ
た
し
が
小
学
校
２
、
３
年
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
上
級

生
の
お
姉
さ
ん
方
が
、
竹
の
編
み
棒
二
本
、
あ
る
い
は
四
本
を

－ ２１ －



使
っ
て
、
毛
糸
の
編
み
物
を
し
て
い
る
の
が
羨
ま
し
か
っ
た
。

最
上
級
生
の
中
に
は
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
編
ん
で
い
る
人
も
い

た
。
「
教
え
て
」
と
頼
ん
で
も
、
誰
も
い
い
返
事
は
せ
ず
、

「
四
年
生
に
な
っ
た
ら
習
え
る
わ
よ
」
と
に
べ
も
な
い
。
他
の

こ
と
は
と
も
か
く
、
編
み
物
を
習
い
た
い
ば
か
り
に
早
く
４
年

生
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

あ
る
と
き
、
一
人
の
上
級
生
が
新
し
い
毛
糸
を
買
っ
て
き

て
、
「
編
み
物
や
り
た
い
？
」
と
わ
た
し
に
聞
い
た
。
も
ち
ろ

ん
「
は
い
！
」
と
い
う
と
、
「
そ
れ
な
ら
編
み
物
を
始
め
る
大

事
な
最
初
の
こ
と
を
や
っ
て
み
る
？
」
と
い
う
。
「
は
い
！
」

と
わ
た
し
は
続
け
た
。
こ
う
し
て
彼
女
は
、
わ
た
し
が
思
い
も

か
け
な
い
こ
と
を
は
じ
め
た
。
「
さ
あ
両
手
を
広
げ
て
前
に
出

し
て
。
編
み
物
を
す
る
た
め
の
大
事
な
準
備
よ
。
わ
た
し
の
お

手
伝
い
ね
」
と
い
っ
て
わ
た
し
の
両
手
に
大
き
な
毛
糸
の
輪
を

掛
け
、
そ
の
輪
の
糸
口
を
探
し
出
し
て
、
ク
ル
ク
ル
と
毛
糸
の

手
鞠
を
作
り
始
め
た
。
最
初
は
手
を
動
か
さ
ず
に
い
た
わ
た
し

だ
っ
た
が
、
糸
が
ほ
ぐ
れ
て
ゆ
く
自
然
な
動
き
に
合
わ
せ
て
両

手
を
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
と
動
か
し
て
、
玉
を
作
り
や
す
い
よ
う
に

左
右
に
小
さ
な
弧
を
描
く
よ
う
に
動
か
し
た
。
「
そ
う
そ
う
、

う
ま
い
う
ま
い
、
だ
ん
だ
ん
巻
き
や
す
く
な
っ
た
わ
。
じ
ょ
う

ず
じ
ょ
う
ず
」
と
褒
め
ら
れ
て
う
れ
し
く
な
っ
た
。
ふ
わ
ふ
わ

の
手
ま
り
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
「
玉
を
作
る
の
は
難

し
い
？
」
と
聞
く
と
、
「
そ
う
ね
え
、
巻
き
方
に
よ
っ
て
は
、

毛
糸
が
堅
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
。
糸
が
死
ん
じ
ゃ
わ
な
い
よ
う
に

柔
ら
か
く
、
ふ
わ
っ
と
巻
く
の
は
、
慣
れ
る
ま
で
大
変
ね
。
あ

ん
ま
り
柔
ら
か
す
ぎ
る
と
、
毛
糸
の
玉
が
崩
れ
て
、
編
む
と
き

に
、
自
然
に
ほ
ぐ
れ
て
い
か
な
い
で
、
柔
ら
か
く
巻
き
す
ぎ
た

と
こ
ろ
が
バ
サ
っ
と
糸
が
束
に
な
っ
て
外
れ
ち
ゃ
う
の
、
こ
れ

は
と
っ
て
も
編
み
辛
い
し
、
失
敗
す
る
と
毛
糸
が
絡
ま
っ
て
し

ま
う
の
。
毛
糸
が
す
ん
な
り
ほ
ぐ
れ
る
と
、
編
み
目
が
平
均
し

て
柔
ら
か
く
き
れ
い
に
編
め
る
の
」
、
「
わ
た
し
も
い
つ
か
手

ま
り
を
作
れ
る
？
」
「
そ
う
ね
、
い
つ
か
き
っ
と
や
れ
る
よ
う

に
な
る
わ
。
糸
か
け
が
じ
ょ
う
ず
に
な
っ
て
、
本
当
に
編
み
物

が
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
玉
の
堅
さ
が
ど
ん
な
に
大
事
か

分
か
る
か
ら
ね
」
と
言
っ
た
。

こ
の
後
彼
女
は
、
実
際
の
編
み
方
に
つ
い
て
は
な
ん
に
も
教

え
て
は
く
れ
な
か
っ
た
が
、
な
に
を
す
る
に
も
下
準
備
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

こ
う
し
て
わ
た
し
の
糸
か
け
は
上
級
生
た
ち
に
重
宝
が
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

夏
休
み
に
入
っ
て
、
寮
か
ら
家
に
帰
り
、
母
に
、
糸
か
け
を

し
て
い
る
こ
と
を
話
す
と
、
母
が
「
じ
ゃ
あ
お
母
さ
ん
の
手
伝

い
も
し
て
く
れ
る
？
」
と
い
う
。
「
え
？
お
母
さ
ん
も
編
み
物

す
る
の
？
」
と
わ
た
し
は
驚
い
て
言
っ
た
。
す
る
と
「
編
み
物

は
し
な
い
け
れ
ど
、
縫
い
物
を
す
る
の
に
糸
を
巻
き
た
い
の
」

と
い
う
。
早
速
木
綿
糸
を
手
に
掛
け
る
と
、
毛
糸
よ
り
輪
の
大

－ ２２ －



れ
い
に
巻
か
れ
た
、
手
ま
り
型
で
は
な
い
巻
き
方
の
束
の
中
心

か
ら
糸
口
を
引
き
出
し
て
、
編
み
は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
る
が
、
当
時
は
木
綿
糸
も
毛
糸
も
、
ほ
と
ん
ど
こ
ん
な

風
に
糸
は
綛
に
な
っ
て
い
た
。
わ
た
し
が
知
っ
て
い
る
の
は
そ

の
当
時
も
、
絹
糸
は
ボ
ー
ル
紙
の
糸
巻
き
に
巻
か
れ
て
売
っ
て

い
た
。

編
み
物
の
手
ほ
ど
き
の
序
章
は
こ
ん
な
形
で
は
じ
ま
っ
た
。

さ
て
、
実
際
の
編
み
物
な
の
だ
が
、
ど
ん
な
に
上
級
生
た
ち

に
頼
ん
で
も
、
う
ん
と
は
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
何
度
も
頼

む
わ
た
し
に
あ
き
れ
て
一
人
が
、
「
じ
ゃ
あ
内
緒
よ
、
最
初
の

目
の
作
り
方
を
教
え
て
あ
げ
る
」
と
言
っ
て
二
本
の
竹
針
と
彼

女
の
余
り
糸
を
分
け
て
く
れ
て
、
毛
糸
の
編
み
出
し
の
「
目
」

の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
た
。

二
本
の
編
み
針
を
一
本
の
よ
う
に
揃
え
て
作
っ
た
「
目
」

は
、
す
ぐ
編
み
針
に
一
杯
に
な
っ
た
。

す
る
と
、
「
作
っ
た
目
の
数
を
数
え
な
さ
い
。
こ
れ
は
編
み

物
を
す
る
の
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
ね
」
と
言
わ
れ

た
。
こ
の
「
目
」
を
数
え
る
の
は
、
作
り
目
が
き
つ
く
て
動
き

辛
く
苦
労
し
た
。
一
本
だ
け
棒
を
抜
く
と
、
「
目
」
は
動
い
て

数
え
や
す
く
な
っ
た
。

今
度
は
「
目
」
が
掛
か
っ
て
い
る
棒
を
左
手
に
持
ち
、
空
っ

ぽ
の
の
棒
を
右
に
持
っ
て
、
左
の
棒
か
ら
右
の
棒
へ
一
目
ず
つ

移
し
な
さ
い
」
と
い
う
。

－ ２３ －

き
さ
が
小
さ
く
、
わ
た
し
の
手
の
広
げ
加
減
は
楽
だ
っ
た
。
だ

が
毛
糸
と
違
っ
て
木
綿
糸
は
な
か
な
か
減
っ
て
い
か
な
い
。
そ

れ
で
も
と
う
と
う
母
は
、
ボ
ー
ル
紙
の
糸
巻
き
に
ほ
ど
よ
く
巻

き
取
っ
て
、
ま
だ
半
分
近
く
残
っ
て
い
る
綛
（
か
せ
）
を
わ
た

し
の
手
か
ら
外
し
て
「
あ
り
が
と
う
、
と
っ
て
も
助
か
っ
た

わ
」
と
い
っ
た
。
「
お
母
さ
ん
、
何
時
も
は
誰
が
糸
か
け
を
し

て
い
る
の
？
」
と
姉
や
兄
た
ち
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

聞
く
と
、
「
わ
た
し
の
足
に
掛
け
て
一
人
で
巻
い
て
い
る
の
」

と
い
う
。
わ
た
し
は
息
を
飲
ん
だ
。
び
っ
く
り
す
る
と
こ
ん
な

風
に
息
が
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
経
験
を
し
た
の
も
こ
の
と
き

が
初
め
て
だ
っ
た
と
思
う
。
両
手
を
左
右
に
小
さ
な
輪
を
か
く

よ
う
に
す
る
だ
け
で
も
大
変
な
の
に
、
そ
の
輪
を
足
に
掛
け
て

自
分
で
糸
を
巻
く
。
「
何
時
も
誰
も
い
な
い
と
き
に
や
る
か
ら

ね
」
と
母
は
当
然
の
よ
う
に
言
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
、
「
あ
り

が
と
う
助
か
っ
た
わ
」
の
言
葉
か
ら
、
そ
の
苦
労
が
わ
た
し
に

も
分
か
っ
た
。
「
お
母
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
わ
た
し
が
糸
か
け

を
す
る
か
ら
、
わ
た
し
が
お
休
み
に
な
っ
て
帰
っ
て
来
る
の
を

待
っ
て
い
て
ね
」
。
そ
れ
が
や
っ
と
母
を
ね
ぎ
ら
え
る
言
葉
だ

っ
た
。
「
そ
う
す
る
わ
」
と
母
は
言
っ
た
が
、
後
で
考
え
れ

ば
、
年
に
、
春
、
夏
、
冬
休
み
し
か
帰
ら
な
い
わ
た
し
を
待
っ

て
い
る
だ
け
で
は
足
り
な
か
っ
た
の
だ
が
、
子
供
の
わ
た
し
は

母
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
た
満
足
感
で
一
杯
だ
っ
た
。

今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
綛
に
な
っ
た
糸
は
減
っ
て
、
機
械
で
き



こ
れ
は
一
本
の
棒
に
掛
か
っ
て
い
る
目
の
輪
の
手
前
か
ら
、

右
手
の
棒
を
さ
し
て
、
一
目
ず
つ
右
手
の
棒
に
移
し
て
い
く
の

だ
。次

は
、
「
棒
か
ら
目
を
外
し
て
、
そ
の
目
を
壊
さ
な
い
よ
う

に
、
糸
を
捻
（
ね
じ
）
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
拾
っ
て
、

元
通
り
に
掛
け
な
さ
い
、
目
を
解
い
て
新
し
く
目
を
作
っ
て
は

だ
め
よ
、
最
初
は
一
目
で
練
習
、
次
は
二
目
と
い
う
よ
う
に
や

っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
こ
れ
は
編
ん
で
い
る
と
き
に
、
目
を
落

と
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
そ
の
目
を
拾
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
だ
か
ら
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
実
際
に
こ
れ
は
難
題
だ
っ
た
。

拾
っ
た
目
を
見
て
も
ら
う
と
、
い
つ
も
糸
が
ね
じ
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。
何
度
も
挑
戦
し
た
が
、
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
外
し
た

目
を
そ
っ
く
り
き
れ
い
に
拾
う
の
は
難
し
く
、
新
し
く
全
部
目

を
作
り
直
し
て
何
度
も
繰
り
返
し
た
が
、
合
格
は
と
う
と
う
で

き
な
か
っ
た
。

「
こ
れ
が
で
き
る
の
は
と
て
も
難
し
い
け
れ
ど
、
実
際
に
編

ん
で
い
け
ば
、
作
り
目
を
拾
う
よ
り
は
ず
っ
と
楽
に
拾
え
る
よ

う
に
な
る
か
ら
心
配
し
な
く
て
大
丈
夫
、
た
だ
そ
れ
だ
け
大
変

だ
か
ら
、
編
む
と
き
は
目
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

こ
と
」
と
し
っ
か
り
忠
告
さ
れ
た
。

４
年
生
の
最
初
の
編
み
物
の
時
間
は
ワ
ク
ワ
ク
！
も
ち
ろ
ん

「
目
」
の
作
り
方
を
知
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
で
も
目
の

作
り
方
は
「
よ
く
わ
か
る
わ
ね
、
上
手
」
と
編
み
物
の
先
生
に

言
わ
れ
て
す
ん
な
り
ク
リ
ア
ー
。
第
一
日
目
は
表
編
み
を
教
わ

っ
た
。
こ
れ
は
意
外
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
左
手
に
持
つ
棒

の
目
の
輪
に
、
右
手
の
棒
の
先
を
入
れ
て
糸
を
掛
け
て
、
そ
の

輪
の
中
か
ら
、
掛
け
た
糸
を
引
き
抜
い
て
右
の
棒
に
移
す
の
で

あ
る
。
な
ん
だ
か
ド
キ
ド
キ
す
る
喜
び
。

週
一
度
の
授
業
な
の
で
、
表
編
み
だ
け
の
ガ
ー
タ
ー
編
み

は
、

目
の
も
の
が

セ
ン
チ
く
ら
い
編
み
上
が
っ
て
次
ぎ
の

40

20

週
に
持
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
。

次
は
滑
り
目
を
教
わ
り
、
表
編
み
と
滑
り
目
を
交
互
に
編
む

と
袋
編
み
に
な
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
「

目
を
作
っ
て
袋
編

12

み
を
１
５
０
セ
ン
チ
編
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
腰

紐
と
し
て
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
だ
。

暫
く
の
間
は
、
ご
く
慎
重
に
編
ん
で
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
、

な
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
か
っ
た
が
、
あ
る
日
、
袋
状
に
な
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
編
み
後
が
、
ど
こ
か
で
目
が
く

っ
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
慌
て
て
先
生
に
見
て
い

た
だ
く
と
、
滑
り
目
を
す
る
と
こ
ろ
を
表
編
み
に
し
て
し
ま
っ

た
か
ら
だ
と
い
う
。
先
生
は

セ
ン
チ
ほ
ど
を
解
い
て
直
し
て

10

く
だ
さ
っ
た
。
だ
が
、
慣
れ
て
き
た
の
と
不
注
意
と
で
ま
た
も

失
敗
し
た
。
今
度
は
、
最
初
に
「
目
」
の
作
り
方
を
教
え
て
も

ら
っ
た
人
に
頼
ん
だ
。
ま
た
気
を
取
り
直
し
て
編
む
。
あ
ー

あ
！
ま
た
ま
た
目
は
く
っ
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
今
度
は
一
目
一

目
解
い
て
は
棒
に
掛
け
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
２
、
３
時
間
か

－ ２４ －



か
っ
て
自
分
で
直
し
た
。
と
う
と
う
１
５
０
セ
ン
チ
の

紐
は

で
き
あ
が
っ
た
。

今
度
は
裏
編
み
を
教
わ
り
、
藤
編
み
、
浮
き
菱
編
み
（
う
き

び
し
あ
み
）
、
花
菱
編
み
な
ど
の
模
様
編
み
を
沢
山
教
わ
っ

た
。中

学
に
な
っ
て
、
「
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
編
み
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
た
の
は
た
ま
ら
な
く
う
れ
し
か
っ
た
。
裾
の
ゴ
ム
編
み
か

ら
、
身
頃
、
袖
と
編
み
上
げ
、
脇
や
袖
下
を
接
（
は
）
ぎ
、
身

頃
と
袖
を
接
ぎ
合
わ
せ
る
の
は
、
息
を
詰
め
る
よ
う
な
作
業
だ

っ
た
。

襟
を
編
む
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
は
転
校
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
こ
の
教
材
の
毛
糸
は
学
校
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
編
み

物
の
先
生
に
未
完
成
の
ま
ま
お
返
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。転

校
し
て
か
ら
も
、
わ
た
し
の
編
み
物
生
活
は
細
々
な
が
ら

続
い
た
。
編
み
物
を
習
う
課
程
は
、
多
く
の
人
が
似
た
よ
う
な

経
過
を
辿
る
と
思
う
が
、
そ
の
最
初
の
段
階
で
、
編
み
物
と
直

接
関
わ
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
、
も
う
一
つ
大
き

な
衝
撃
を
受
け
た
。
糸
掛
け
を
教
え
て
く
れ
た
人
が
、
言
っ
た

の
だ
。
「
あ
な
た
が
着
て
い
る
洋
服
も
着
物
も
、
み
ん
な
こ
の

毛
糸
よ
り
ず
ー
っ
と
細
い
糸
で
で
き
て
い
る
の
よ
。
機
織
り
姫

の
織
女
の
お
話
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
？
あ
の
機
織
り
は
、
細

い
糸
を
織
っ
て
布
に
す
る
仕
事
な
の
。
縫
い
糸
が
あ
る
で
し

ょ
？
あ
の
糸
を
、
編
み
棒
で
は
な
い
け
れ
ど
、
も
っ
と
細
い
道

具
を
使
っ
て
布
を
作
る
の
。
そ
の
布
を
切
っ
て
ス
カ
ー
ト
や
ブ

ラ
ウ
ス
を
作
る
の
よ
」
と
い
う
。
あ
ん
な
細
い
糸
が
布
に
な

る
？
毛
糸
の
中
細
を
使
っ
て
編
む
の
も
大
変
そ
う
な
の
に
、
あ

ん
な
細
い
糸
を
織
っ
て
布
に
す
る
？
「
本
当
は
、
こ
の
毛
糸
も

羊
の
毛
を
刈
っ
て
綺
麗
に
消
毒
し
た
り
太
さ
を
揃
え
た
り
、
色

を
染
め
た
り
、
一
杯
仕
事
が
あ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
が
使
え
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
お
仕
事
を
し
て
い
る

の
」小

学
２
、
３
年
の
わ
た
し
は
た
だ
お
ど
ろ
く
ば
か
り
で
あ
っ

た
。そ

し
て
驚
き
は
さ
ら
に
続
い
た
。
８
月
の
お
盆
に
父
の
実
家

へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
寝
て
い
る
と
、
雨
が
降
る
よ

う
な
音
が
す
る
。
「
あ
れ
何
の
音
？
」
と
叔
母
に
聞
く
と
、

「
お
蚕
さ
ん
が
桑
の
葉
を
食
べ
て
い
る
の
、
お
蚕
は
糸
を
作
る

虫
な
の
」
、
そ
れ
か
ら
わ
た
し
に
分
か
る
程
度
に
蚕
が
糸
を
作

る
課
程
を
話
し
て
く
れ
た
。
え
？
え
？
え
？
「
触
っ
て
も
い

い
？
」
、
叔
母
は
蚕
棚
の
側
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
こ
の

グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
し
た
虫
が
絹
糸
を
作
る
？
驚
き
な
が
ら
も
桑
の

葉
を
食
べ
て
い
る
蚕
を
、
手
に
取
っ
た
り
戻
し
た
り
し
て
遊
び

な
が
ら
考
え
た
。
桑
の
葉
の
減
り
が
早
く
な
る
ご
と
に
蚕
は
ど

ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
。
叔
母
は
、
藁
で
、
繭
が
置
か
れ

る
波
形
の
も
の
を
沢
山
編
ん
で
い
る
。
８
月
の
終
わ
り
に
な
れ

ば
、
蚕
は
桑
を
食
べ
な
く
な
り
、
蚕
の
口
か
ら
糸
を
出
し
て
繭

を
作
り
、
糸
を
出
し
き
っ
た
蚕
は
繭
を
残
し
て
死
ん
で
蛹
に
な

－ ２５ －



る
と
い
う
。
（
わ
た
し
が
覚
え
て
い
る
の
は
怪
し
い
か
も
し
れ

な
い
が
？
）
、
「
そ
う
い
う
こ
と
、
み
ん
な
見
ら
れ
る
か
ら
も

っ
と
沢
山
泊
ま
っ
て
い
き
な
さ
い
」
と
叔
母
は
誘
っ
て
く
れ

た
。
わ
た
し
の
眼
は
毎
日
不
思
議
さ
に
ま
ん
ま
る
に
な
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
も
う
少
し
で
わ
た
し
は
母
と
叔
母
に
お
ね
だ
り

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な
く
て
も
い
い
、

全
て
を
見
ら
れ
な
く
て
も
、
臭
い
や
み
ん
な
の
動
き
や
言
葉
か

ら
な
に
か
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
わ

た
し
に
は
触
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
そ
れ
に
本
能
的
に
少

し
怖
い
よ
う
な
気
も
し
た
。
や
っ
ぱ
り
一
人
で
残
っ
て
い
た

い
、
迷
い
に
迷
っ
た
。
け
れ
ど
も
小
さ
な
わ
た
し
で
も
叔
母
の

忙
し
さ
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
好
き
な
叔
母
さ
ん
の

邪
魔
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
母
の
困
惑
を
推
し

量
れ
た
こ
と
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
糸
を
、
そ
の

口
か
ら
出
す
と
い
う
現
場
に
、
こ
ん
な
に
近
く
見
ら
れ
る
機
会

を
逃
し
た
こ
と
も
残
念
で
な
ら
な
い
。
わ
た
し
が
大
き
く
な
っ

て
か
ら
は
、
も
っ
と
叔
母
へ
の
遠
慮
が
働
い
て
、
結
果
的
に
は

「
蚕
の
神
秘
」
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
叔
母

は
数
年
後
に
病
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

今
、
わ
た
し
は
あ
の
夏
の
日
の
、
手
の
感
触
、
わ
た
し
の
手

か
ら
逃
れ
て
早
く
桑
の
葉
に
と
り
つ
き
た
が
っ
て
い
た
、
蚕
の

モ
ヤ
モ
ヤ
足
を
懐
か
し
く
、
思
い
出
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年
８
月
２
日
（
火
）

東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第
３
回
（
第

回
）
報
告

23

49

１

日
時

平
成

年
６
月

日(

土)

23

18

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

周
知
事
項

（
１
）
配
布
物

『
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
五
回
（
全
十
回
）
』

機
関
誌
『
う
か
』
第

号

２
０
１
１
年
６
月

76

（
２
）
岡
田
代
表
の
講
演
（(

有)

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
研
修
）
…
…
障
害
者
と
健
常
者
の
接
点
を
増
や
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
４
回
程
度
行
う
。
第
１
回
は
７
月

日
15

（
金
）
午
後
６
時
か
ら
横
浜
で
行
う
。

５

使
用
教
材

漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト
初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編

６

学
習
会
内
容

－ ２６ －



・
前
回
の
復
習

５

複
合
文
字
（
２
）

４
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で

構
成
さ
れ
る
文
字
（
４
）

※
「
里

（
４
・
５
と
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
」
を
パ

ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
５
つ
。

（

）
「
量

」

日
（
リ
下
が
り
：
２
・
３
・
６
の

61

点
）
と
里
（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
重

」

３
・
６
の
点
と
里
（
リ
：
１
・
２
・

62

５
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
種

」

禾
偏
（
ノ
：
２
・
３
・
４
の
点
）
と

63

重
（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
動

」

重
（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
と
力

64

（
ヌ
：
１
・
３
・
４
の
点
）
で
表
す
。

・
「

動
（
リ
と
ヌ
）
」
を
旁
と
す
る
文
字
一
つ
。

（

）
「
働

」

人
偏
（
ナ
：
１
・
３
の
点
）
と
動

65

（
リ
：
１
．
２
．
５
の
点
）
で
表
す
。

・
今
回
の
学
習

※
「
貫

（
４
・
５
の
点
と
ツ
：
１
・
３
・
４
・
５
の

点)

」
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
一
つ
。

（

）
「
慣

」

立
心
偏
（
ル
：
１
・
４
・
５
の
点
）

66

と
貫
（
ツ
：
１
・
３
・
４
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
立
心

偏
＋
貫
。
子
安
貝
に
穴
を
開
け
、
糸
を
通
し
て
幾
重
に
も
重
ね

た
こ
と
に
発
し
て
い
る
。
音
読
み
の
カ
ン
は
漢
・
呉
音
。
訓
読

み
に
〝
な
‐
ら
う
、
な
‐
る
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
慣
行
〟

〝
慣
例
〟
〝
見
慣
れ
る
〟
〝
聞
き
慣
れ
る
〟
な
ど
が
あ
る
。

※

カ
タ
カ
ナ
の
「
ク
」
を
頭
に
置
い
た
文
字
３
つ
。

（

）
「
負

」

ヌ
（
１
・
３
・
４
の
点
）
と
貝
（
オ

67

：
２
・
４
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
ク
・
貝
。
ク
は
人
、
貝
は

財
産
を
意
味
す
る
。
音
読
み
の
フ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に

〝
お
い
、
そ
む
‐
く
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
負
荷
（
ふ
か
、
お

い
に
）
〟
〝
自
負
〟
〝
背
負
う
〟
〝
請
負
う
〟
〝
根
負
け
〟
〝

御

負
け
（
お
ま
け
）
〟
〝
顔
負
け
〟
〝
負
け
惜
し
み
〟
〝
負
け
知

ら
ず
〟
〝
負
け
越
し
〟
な
ど
が
あ
る
。

（

）
「
免

」

ヌ
（
１
・
３
・
４
の
点
）
と
足
（
２

68

・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
ク
・
＾
日
・
ひ
と
あ
し
。
音
読

み
の
メ
ン
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
減
免
〟
〝
罷
免
〟
〝
免
責
〟
〝

免

税
〟
な
ど
。

（

）
「
勉

」

免
（
ヌ
：
１
・
３
・
４
の
点
）
と
力

69

（
ヌ
：
１
・
３
・
４
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
免
＋
力
。
音
読

み
の
ベ
ン
は
漢
音
。
名
前
に
〝
つ
と
む
〟
が
あ
る
。
熟
語
に

〝
我
利
勉
（
が
り
べ
ん
）
〟
が
あ
る
。

※

「
斤

（
４
・
５
の
点
と
オ
下
が
り
：
３
・
５
の

点
）
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
四
つ
。

＊

斤
は
斧
を
象
っ
た
文
字
で
、
旁
で
は
〝
お
の
づ
く
り
〟

と
な
る
。

（

）
「
近

」

し
ん
に
ょ
う
（
ヒ
：
１
・
２
・
３
・

70

６
の
点
）
と
斤
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式

－ ２７ －



は
し
ん
に
ょ
う
＋
斤
。
音
読
み
の
キ
ン
は
漢
音
、
コ
ン
は
慣
用

音
、
ゴ
ン
は
呉
音
。
熟
語
に
キ
ン
は
〝
近
況
〟
〝
近
辺
〟
〝
近

々
〟
〝
近
隣
〟
〝
親
近
感
〟
〝
最
近
〟
〝
近
海
〟
〝
近
距
離
〟

〝
至
近
〟
〝
側
近
〟
〝
近
畿
〟
、
コ
ン
は
〝
右
近
〟
〝
左

近
〟
、
訓
読
み
に
〝
近
道
〟
〝
御
近
付
き
（
お
ち
か
づ
き
）
〟

な
ど
、
別
の
読
み
で
は
〝
近
江
（
お
う
み
：
琵
琶
湖
）
〟
〝
近

衛
（
こ
の
え
）
〟
が
あ
る
。

平
成

年
度

第
４
回
（
第

回
）
報
告

23

50

１

日
時

平
成

年
７
月

日(
土)

23

16

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者

（
省
略
）

４

使
用
教
材

漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト
初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編

５

学
習
会
内
容

・
前
回
の
復
習

５
．
複
合
文
字
（
２
）

４
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で
構
成
さ
れ
る
文
字(

４)

※

「
貫

（
４
・
５
の
点
と
ツ
：
１
・
３
・
４
・
５
の

点
）
」
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
一
つ
。

（

）
「
慣

」

立
心
偏
（
ル
：
１
・
４
・
５
の
点
）

66

と
貫
（
ツ
：
１
・
３
・
４
・
５
の
点
）
で
表
す
。

※

カ
タ
カ
ナ
の
「
ク
」
を
頭
に
置
い
た
文
字
３
つ
。
元
は

「
刀
」

（

）
「
負

」

ヌ
（
１
・
３
・
４
の
点
）
と
貝
（
オ

67

：
２
・
４
の
点
）
で
表
す

（

）
「
免

」

ヌ
（
１
・
３
・
４
の
点
）
と
２
・
５

68

の
点
で
表
す

「
免

」
を
含
む
文
字
、
「
晩

」
「
挽

」

と
、
「
兔

（
点
は
兔
が
走
り
回
っ
て
い
る
様
子
）
」
を

含
む
文
字
、
「
逸

（
旧
字
は
し
ん
に
ょ
う
＋
兔
）
」
「
冤

」
。

（

）
「
勉

」

免
（
ヌ
：
１
・
３
・
４
の
点
）
と
力

69

（
ヌ
：
１
・
３
・
４
の
点
）
で
表
す
。

名
前
の
〝
つ
と
む
〟
に
は
、
勉
の
ほ
か
、
勤
、
努
、
務
、
力

が
使
わ
れ
る
。

※

「
斤

（
４
・
５
の
点
と
オ
下
が
り
：
３
・
５
の

点
）
」
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
四
つ
。

（

）
「
近

」

し
ん
に
ょ
う
（
ヒ
：
１
・
２
・
３
・

70

６
の
点
）
と
斤
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。

・
今
回
の
学
習

（

）
「
質

」

斤
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
と

71

貝
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
（
斤
＋

斤
）
／
貝
。
斤
は
神
か
ら
神
託
を
受
け
る
意
味
が
あ
り
、
２
つ

あ
る
の
は
大
き
な
力
を
意
味
し
て
い
る
。
音
読
み
の
シ
ツ
は
漢

音
、
シ
チ
は
呉
音
。
訓
に
〝
た
ち
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
本

－ ２８ －



質
〟
〝
形
質
〟
〝
品
質
〟
〝
質
素
〟
〝
良
質
〟
〝
気
質
（
き
し

つ
、
か
た
ぎ
）
〟
〝
言
質
（
げ
ん
し
つ
、
げ
ん
ち
）
〟
〝
材

質
〟
〝
資
質
〟
〝
蛋
白
質
〟
〝
木
質(

き
だ
ち
：
木
の
性
質)

〟

〝
問
質
す
（
と
い
た
だ
‐
す
）
〟
な
ど
。

（

）
「
所

」

戸
（
ト
：
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）

72

と
斤
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
戸
＋

斤
。
戸
は
廟
（
み
た
ま
や
）
の
戸
を
意
味
し
て
い
る
。
音
読
み

の
シ
ョ
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
御
所
〟
〝
場
所
〟
〝
近
所
〟

〝
居
所
〟
〝
所
帯
〟
〝
急
所
〟
〝
所
感
〟
〝
高
所
恐
怖
症
〟

〝
所
詮
〟
〝
長
所
、
短
所
〟
〝
適
材
適
所
〟
〝
所
謂
（
い
わ
ゆ

る
）
〟
〝
余
所
（
よ
そ
）
〟
〝
所
為
（
せ
い
）
〟
〝
関
所
〟

〝
至
る
所
〟
〝
詰
る
所
〟
な
ど
。

（

）
「
折

」

手
偏
（
テ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５

73

の
点
）
と
斤
（
オ
下
が
り
：
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は

手
偏
＋
斤
。
若
い
草
木
を
刃
物
（
斧
）
で
折
る
と
こ
ろ
か
ら
き

た
文
字
。
音
読
み
の
セ
ツ
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
右
折
、
左

折
〟
〝
折
柄
（
お
り
が
ら
）
〟
〝
折
込
み
〟
〝
折
畳
み
〟
〝
折

詰
〟
〝
菓
子
折
り
〟
〝
折
檻
（
せ
っ
か
ん
）
〟
〝
手
折
る
（
た

お
‐
る
）
〟
〝
圧
し
折
る
（
へ
し
お
る
）
〟
〝
御
端
折
り
（
お

は
し
ょ
り
）
〟
な
ど
。

※

「
屯

（
４
・
５
の
点
と
フ
：
１
・
３
・
４
・
６
の

点
）
」
を
旁
と
す
る
文
字
。

（

）
「
純

」

糸
偏
（
イ
：
１
・
２
の
点
）
と
屯

74

（
フ
：
１
・
３
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
糸
偏
＋

屯
。
音
読
み
の
ジ
ュ
ン
は
呉
音
。
名
前
に
〝
す
み
〟
が
あ
る
。

熟
語
に
〝
純
潔
〟
〝
純
真
〟
〝
純
度
〟
〝
純
白
〟
〝
純
米
〟

〝
不
純
〟
〝
純
裏
（
ひ
つ
ら
：
衣
服
の
表
と
裏
が
同
じ
色
の
こ

と
。
一
説
に
は
総
裏
の
こ
と
）
〟
が
あ
る
。

ご
報
告
と
ご
案
内

一

お
見
舞
い

こ
の
三
月
十
一
日
の
東
北
地
方
大
震
災
か
ら
、
来
月
・
九
月

十
一
日
で
六
ヶ
月
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
曾
有
の
天
災
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
既
に
慣
用
と
な
っ
て
し

ま
い
、
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
爪
痕
だ
け
が
な
お
残
っ
て
お
り
ま

す
。『

文
藝
春
秋
』
六
・
七
・
八
月
号
に
再
録
さ
れ
た
、
作
家
の

故
・
吉
村
昭
氏
の
関
東
大
震
災
、
東
北
大
津
波
に
関
す
る
一
連

の
発
言
が
私
の
中
で
、
三
．
一
一
以
前
と
以
後
に
、
そ
の
意
味

合
い
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
こ
と
に
、
気
付
か
さ
れ
ず
に
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
住
む
非
被
災
地
で
は
、
直
後
の
交
通
や
物
流
の
混

乱
が
終
息
す
る
と
と
も
に
、
以
前
の
日
常
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
日
常
は
訪
れ
て
も
以
前
と
同
じ
と
は
行
か
な
い
の

が
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
で
す
。

私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
皆
様
と
共
に
生
き
て
行
く
の
だ
と
い

う
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

－ ２９ －



息
の
長
い
支
援
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

二

会
員
の
募
集

①

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
で
は
、
以
下
の
要
領
で
、
新
会

員
募
集
の
講
習
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

日
程
：

／

(
水)

、

／

(

金)

、

／

(

金)

、
何

10

05

10

21

11

04

れ
も

：

～

：

。

14

00

16

00

会
場
：

／

・

両
日
は
、
横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ

10

05

21

ン
タ
ー
８
Ｆ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
。

／

は
、
同
９

11

04

Ｆ
、
テ
ー
プ
プ
リ
ン
ト
室
。
（
Ｊ
Ｒ
・
市
営
地
下
鉄
、
桜
木
町

駅
下
車
）

受
講
料
：

一
〇
〇
〇
円
（
資
料
代
）

申
し
込
み
：

往
復
は
が
き
で
、

木
下
和
久

〒2
4
5
-
0
0
1
3

横
浜
市
泉
区
中
田
東
四
‐
八
‐
八

締
め
切
り
：

９
／

必
着
。

20

②

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

二
〇
一
二
年
２
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、
本
誌

次
号
に
て
。

三

字
解
音
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

本
誌
前
々
号
・
前
号
で
、
『
常
用
字
解
』
と
『
人
名
字
解
』

の
音
訳
書
を
製
作
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
旨
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多

数
の
音
訳
者
の
皆
様
か
ら
お
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
の
墨
田
区
立
寺
島
図
書
館
を
会
場
に
、
６
／

(

水)

と
８

29

／

(

月)

の
二
回
、
打
ち
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

01
た
。
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
音
訳
者
の
皆
様
の
多
く
は
、
漢
字

に
関
す
る
書
物
の
音
訳
は
未
経
験
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後
、

本
会
が
同
書
を
漢
点
字
訳
し
て
参
り
ま
し
た
折
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
お
伝
え
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
音
訳
書
の
形
を
探
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

打
ち
合
わ
せ
の
中
で
音
訳
者
の
皆
様
が
戸
惑
わ
れ
て
お
ら
れ

た
こ
と
に
、
読
者
で
あ
る
視
覚
障
害
者
が
、
漢
字
の
知
識
を
持

っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
言
い
換
え

れ
ば
、
漢
字
の
知
識
の
な
い
人
に
、
ど
う
伝
え
る
か
（
？
）
と

い
う
も
の
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
漢
字
の
知
識
の
保
有
者
だ
け
を
対
象
に

す
る
と
い
う
、
従
来
の
音
訳
書
に
は
な
い
、
対
象
を
限
定
す
る

と
い
う
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中

途
で
視
覚
障
害
を
負
わ
れ
た
方
に
、
先
天
障
害
の
方
へ
の
サ
ー

ビ
ス
と
は
異
な
っ
た
、
適
材
適
所
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
一
歩
と
な

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
題
点
を
一
つ
一
つ
洗
い
出
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

－ ３０ －



 

漢

文

の

ペ

ー

ジ

漢

文

の

ペ

ー

ジ

大
空
と
下
界

天

之

蒼

蒼
、
其

正

色

邪
。
其

タ
ル
ハ

レ

か

レ

遠

而

無
レ

所
二

至

極
一

邪
。
其

視
レ

下

ク
シ
テ

ケ
レ
バ

リ

マ
ル

か

ノ

ル

ヲ

也
、

亦

若
レ

是

則
‐

巳

矣
。

や

タ

ク
ナ
ラ
ン

ク
ノ

の

み

且

夫

水

之

積

也

不
レ

厚
、
則

ツ

レ

ム

や

レ
バ

カ
ラ

チ

負
二

大

舟
一

也

無
レ

力
。
覆
二

杯

水

於

フ

ヲ

や

シ

セ
バ

ヲ

坳

堂

之

上
一

、

則

芥

為
二

之

舟
一

、

ニ

チ

ル
モ

ガ

ト

置
レ

杯

焉

則

膠
。
水

浅

而

舟

大

ケ
バ

ヲ

チ

ス

ク
シ
テ

ﾅ
ﾚ
ﾊ
ﾞ

也
。

な

り

風

之

積

也

不
レ

厚
、
則

其

負
二

ム

や

レ
バ

カ
ラ

チ

ノ

フ

大

翼
一

也
、
無
レ

力
。
故

九

万

里
、

ヲ

や

シ

ニ

ニ
シ
テ

則

風

斯

在
レ

下

矣
。
而

後

乃
‐

今

チ

ニ

リ

ニ

ル

ニ

培
レ

風
、
背

負
二

青

天
一

、
而

莫
二

之

夭

ケ
ラ
レ

ニ

ニ

ヒ
テ

ヲ

シ

ヲ

閼

者
一

。
而

後

乃
‐

今

将
レ

図
レ

南
。

ス
ル

ル

ニ

ニ

ラ
ン
ト

ス
ル
ヲ

ス

荘
子
（
そ
う
じ
・
書
物
名
）
逍
遙
遊
篇
よ
り

②

天
の
蒼
蒼(

そ
う
そ
う)

た
る
は
、
其
れ
正
色
か
。
其

れ
遠
く
し
て
至
り
極
ま
る
所
無
け
れ
ば
か
。
其
の
下

を
視
る
や
、
亦(

ま
た)

是
く
の
若
く
な
ら
ん
の
み
。

且(

か)

つ
夫(

そ)

れ
、
水
の
積
む
や
、
厚
か
ら
ざ
れ

ば
、
則
ち
大
舟
を
負
う
や
力
無
し
。
杯
水
を
坳
堂(

よ

う
ど
う)

の
上
に
覆(

く
つ
が
え)

せ
ば
、
則
ち
芥(

あ
く
た)

こ
れ
が
舟
と
為
る
も
、
杯
を
置
け
ば
、
則
ち
膠(

こ
う)

す
。
水
浅
く
し
て
舟
大
な
れ
ば
な
り
。

風
の
積
む
や
、
厚
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
大
翼

を
負
う
や
、
力
無
し
。
故
に
九
万
里
に
し
て
、
則
ち

風
斯
に
下
に
在
り
。
而
る
後
に
乃
今(

い
ま)

風
に
培

(

た
す)

け
ら
れ
、
背
に
青
天
を
負
い
て
、
こ
れ
を
夭
閼

(

よ
う
あ
つ)

す
る
者
無
し
。
而
る
後
に
乃
今(

い
ま)

将

(

ま
さ)

に
南
す
る
を
図
ら
ん
と
す
。

〈
大
意
〉
空
が
青
い
の
は
空
本
来
の
色
な
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
と
も
あ
ま
り
に
遠
く
て
、
果
て
な
く
重
な

る
層
の
た
め
青
く
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
鵬
が
下
を

見
お
ろ
せ
ば
、
下
か
ら
見
あ
げ
る
の
と
同
じ
よ
う
に

青
く
見
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

水
に
つ
い
て
も
、
厚
く(

深
く)

な
い
と
、
大
き
な

舟
を
浮
か
べ
る
だ
け
の
力
が
無
い
。
風
の
層
も
厚
く

な
け
れ
ば
、
鵬
の
大
き
な
翼
を
支
え
る
だ
け
の
力
が

無
い
。
九
万
里
と
い
う
高
さ
が
あ
っ
て
、
初
め
て
そ

の
厚
い
層
が
鵬
の
飛
行
を
支
え
ら
れ
る
の
だ
。
鵬
は

風
に
の
り
大
空
を
背
に
何
者
に
も
邪
魔
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
南
へ
向
け
て
飛
ん
で
ゆ
く
。

大
き
な
も
の
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
だ
け
の
も
の

が
必
要
で
あ
る
。

－ ３１ －



－ ３２ －

（点字は、右ページ太字「且夫…舟大也」の部分）

且 ツ 夫 レ 水之 積 ム 也 不 レ バ

厚 カラ 、 則 チ 負 フ 大 舟 ヲ 也

無 シ 力。 覆 セ バ 杯 水 ヲ 於 堂

之 上 ニ 、 則 チ 芥 為 ルモ 之 ガ

舟 ト 、 置 ケ バ 杯 ヲ 焉 則 チ 膠

ス 。 水浅 クシテ 而 舟 大 ナレ バ 也 。

～ 土偏 ＋幼 よう

＊「坳」はJIS第１･第２水準にない漢字。字式で漢字の形を説明します。

坳堂（ようどう）＝床のくぼみ。
膠（こう）＝くっつく。

そもそも、水について考えても、
厚くないと、つまり深くないと、
大きな舟を浮かべるだけの力が
無い。杯一杯の水を、ひっくり
かえして床のくぼみに入れる。
塵芥（じんかい）はそのわずか
な水に対し、舟となって浮かぶ
ことができるが、今までその水
を入れていた杯を舟としようと
しても、杯は浮かばず、床にくっついてしまう。水が浅くて、舟
(杯)のほうが大きく重いからだ。（訳文・渡辺精一）

参照図書：渡辺精一『朗読してみたい中国古典の名文』(祥伝社新書)



(横－１） － ３３ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第二十七回

５ 複合文字 （２）

１．第一基本文字と比較文字で構成される文字 （１）

本章では、これまでに出て来た基本文字、〈第一基本文字〉と〈比較文

字〉が部首として構成される文字をご紹介します。

※「中 」を部首として含む文字三つ。

（１） 仲 チュウ なか

「人 偏」の右側に「中 」を置いた形の文字です。本来の意味は、

兄弟の真ん中の男子、あるいは一年を四等分する季節の真ん中の月の意

味を表す文字です。そこから真ん中という意味が生じました。さらに、

人と人との間を取り持つ人、仲立ち、人の内輪な関係、仲間の意味に用

いられます。漢点字では、「 （人偏）」と「 （中）」で表されます。

「仲人（なこうど）」「仲間（なかま）」「仲介（ちゅうかい）」「仲秋の

名月」

（２） 沖 チュウ おき

「さんずい」の右側に「中 」を置いた形の文字です。〝おき〟と

読んで、海の岸からずっと離れたところ、見晴るかす何もない海原を意

味する文字です。漢点字では、「 （さんずい）」と「 （中）」で表され

ます。

「沖縄」「沖合い」「沖の白波」「房総沖」「三陸沖」

（３） 忠 チュウ

「中 」の下に「心 」を置いた形の文字です。真心を持って、誠

実を尽くしてという意味を表します。「君に忠、親に孝」、つまり忠誠心

を表す文字です。人名に用いられる場合は、〝ただ〟と読みます。漢点

字では、「 （中）」と「 （心）」で表されます。

「忠義心」「忠誠心」「忠君愛国」「忠臣蔵」

※「右 」を部首として含む文字一つ。

（４） 若 ジャク ニャク ニャ わか‐い も‐し



－ ３４ － (横－２）

も‐しくは

「草 冠」の下に「右 」を置いた形の文字です。元は、若いしな

やかな女性の身体を象った文字でしたが、毛髪の形が草冠になり、その

下が右の形に変わりました。〝わかい〟と読んで、柔らかい、しなやか

な身体、そのような人を表します。またそこから、数が少ないという意

味も生まれました。〝もし、もしくは〟の読みは、現在はほとんど使わ

れませんが、漢文の訓読に由来するもので、昭和の初期以前の書物には、

普通に用いられています。漢文訓読に由来する読みには、他に、〝その、

なんじ、しかり、いかん、したがう、ごとし、かくのごとき〟等があり

ます。また、仏教でいう「般若（はんにゃ）」とは、悟りの一つのことで

す。漢点字では、「 （草冠）」と「 （右）」で表されます。

「若年」「若輩」「若干」「老若男女（ろうにゃくなんにょ）」「般若心経」

「若水」「牛若丸」「若大将」「若者」

※「左 」を部首として含む文字一つ。

（５） 佐 サ たす‐ける すけ

「人 偏」の右側に「左 」を置いた形の文字です。脇から手を差

し伸べて助ける、側にいて手助けするという意味を表します。〝すけ〟

の読みは、平安時代の官位の名称に見られます。〝さ〟の読みは、軍隊

の上級将校の位に用いられます。また〝さ〟は、人の名に多く見られま

す。漢点字では、「 （人偏）」と「 （左）」で表されます。

「佐藤さん」「佐々木さん」「佐渡島」「補佐」「勤皇佐幕」

※「大 」を部首として含む文字六つ。

（６） 器 キ うつわ

「大 」の上と下に「口 」を二つずつ横に並べて置いた形の文字

です。「大 」は、元は「犬 」で、犬の意味が薄れた末に、大の形に

なりました。「犬 」は昔、聖なる動物で、神様に犠牲として捧げられた

もので、この「器 」は、その犬の肉を容器に入れて神様に捧げる形

を表しています。下って、「食器、容器」等、ものを入れるもの、「器量、

器用」等、人間の性格や大きさ、「消化器、呼吸器」等、身体の働きをす

る器官、その他多くの道具の意味を表しています。漢点字では、「 （大）」

と「 （口）」で表されます。

「器量」「器用」「器具」「器機」「食器」「容器」「呼吸器」「消化器」「点

字器」



Ｅ－ＭＡＩＬ（岡田健嗣）： okada_tr_eib@ybb.ne.jp

横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://www.ukanokai-web.jp/

《表紙絵 岡 稲子》 次回の発行は10月15日です。
※本誌(活字版･DAISY版･ディスク版)の無断転載は固くお断りします。

▼
私
が
前
任
者
の
宇
田
川
さ
ん
か

ら
当
誌
の
編
集
を
引
き
継
い
で
、

５
年
あ
ま
り
た
ち
ま
し
た
。
号
数

に
し
て

号
分
で
す
。
宇
田
川
さ
ん
に
担
当
し
て
い
た
だ

33

い
た
最
長
記
録
に
並
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
▼
私
は
編
集

と
と
も
に
印
刷
・
製
本
の
担
当
を
、
更
に
そ
の
数
年
前
か

ら
前
任
者
の
宗
助
さ
ん
か
ら
引
き
継
い
で
行
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
作
業
も
、
そ
れ
な
り
に
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
が

必
要
で
、
誰
で
も
代
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
い
つ
か
は
こ
れ
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
後
継
者
が

出
現
す
る
よ
う
に
と
期
待
し
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な

か
そ
う
い
う
人
が
現
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
紙
面
の
構
成
は
全
く
マ
ン
ネ

リ
化
し
て
、
ち
っ
と
も
進
歩
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
お
叱
り
を
受
け
そ
う
で
す
。
ま
、
作
る
方
と
し
て
は
、

毎
回
同
じ
方
法
を
踏
襲
す
る
の
が
楽
で
、
手
間
が
か
か
り

ま
せ
ん
し
、
い
く
ら
か
で
も
読
み
や
す
い
よ
う
に
と
の
工

夫
は
凝
ら
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
▼
ど
う
ぞ
、
お
気
づ
き

の
点
は
ご
遠
慮
な
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
。
連
絡
先
は

当
ペ
ー
ジ
の
下
に
表
記
さ
れ
た
岡
田
代
表
宛
の
Ｅ
メ
ー
ル

で
も
結
構
で
す
し
、
直
接
私
宛
の
Ｅ
メ
ー
ル(

k
i
n
o
_
k
a
z
@

k
v
d
.
b
i
g
l
o
b
e
.
n
e
.
j
p
)

で
も
結
構
で
す
。(

木
下

和
久)

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

－ ３５ －


